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八
重
山
に
お
け
る
カ
ツ
オ
漁
は
戦
前
か
ら
戦
後
の
一
時
期
ま
で
、
八
重
山
水
産
業
の
中
心
を
な
し
、
カ
ツ
オ
節
製
造
は
地
域
経
済
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
〔
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
一
九
九
四
六
四
四
〕
。
波
照
間
島
で
も
大
正
時
代
か
ら
昭
和
三
○
年
代
ま
で
カ
ツ
オ
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
カ
ツ
オ
漁
の
盛
ん
な
頃
の
波
照
間
島
の
船
舶
所
有
数
は
石
垣
市
字
新
川
に
つ
い
で
多
か
っ
た
。
カ
ツ
オ
漁
は
毎
曰
の
エ
サ
の
確
保
が
必
要
だ
っ
た
。
昭
和
二
○
～
三
○
年
代
、
カ
ツ
オ
漁
の
時
期
に
な
る
と
黒
島
の
人
々
は
地
の
利
を
生
か
し
て
ザ
コ
（
雑
魚
）
捕
り
の
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
。
契
約
仕
事
で
あ
る
。
夜
の
明
け
な
い
本
論
の
目
的
八
重
山
の
カ
ツ
オ
漁
を
巡
る
生
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ｌ
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
漁
と
黒
島
の
ザ
コ
捕
り
を
中
心
に
Ｉ
古
谷
野
洋
子
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八重山諸島は石垣島・竹富島・黒島・新城島（上島・下島）・西表島・鳩間島・波照間島・与那国（１） 
島などの有人島からなる。｝」れらの島々は、生活のためのさまざまなネットワークで繋がっていた。
小林茂は二五世紀後半の琉球列島南部の土地利用と景観ｌ『李朝実録」所載の漂流記録の分析か
らｌ」（『農耕・景観・災害ｌ琉球列島の環境史ｌ』収録二一○○三年）において、八重山の「高い島」
と「低い島」のネットワークについて論じた。「高い島」とは西表島、石垣島、小浜島であり、山があり、
水があるので稲作は可能だがマラリアの有病地でもある。「低い島」とは竹富島・黒島・新城島・波
照問島・鳩間島などであり、隆起珊瑚礁で形成された山も川もない島であり、水が不足するので稲作
うちから海に潜ってザコを捕り、籠に入れて海中に浮かしておく。早朝、波照間島のカツオ船はその
ザコを載せてカツオ漁に出かけた。両島の生業暦が似ていたため、この関係は波照間島のカツオ漁が
衰退するまで続いた。
本論は、波照間島のカツオ漁と黒島のザコ捕りを通して、昭和二○～三○年代の八重山のカツオ漁
をめぐる生業ネットワークについて考察するものである。貨幣経済下の八重山の島々の生業が、それ
ぞれの島の特徴のもとに、海と島々のネットワークの中でどのように展開してきたかをみていきたい。
１
．
は
じ
め
に
》
海
と
島
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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はできず粟作である。「高い島」は稲作が主で、森林が多く、開発は全島に及びにくく、「低い島」では、
畑作が主で、森林は少なく、開発は早くから全島に進んでいるので、材木のような生活資源や、米の
よ
う
な
食
料
が
島
内
で
自
給
で
き
な
い
「
低
い
島
」
で
は
、
「
高
い
島
」
か
ら
の
供
給
に
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
たと小林は指摘している。
得能壽美は『近世八重山の民衆生活史１石西礁湖をめぐる海と島々のネットワーク』（二○○七年》
以
下
、
「
近
世
八
重
山
の
民
衆
生
活
史
』
と
の
み
記
す
）
の
中
で
、
島
喚
社
会
に
お
け
る
島
々
・
村
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
せ
き
せ
い
し
よ
う
こ
クのありようを歴史的に検討した。石西礁湖とは石垣島と西表島の間に広がるサンゴ礁の海域である。
こ
の
海
域
は
前
述
し
た
ふ
た
つ
の
比
較
的
大
き
な
島
（
石
垣
島
・
西
表
島
）
と
そ
の
問
（
周
辺
）
の
い
く
つ
か
の
小
さ
な島々からなる。得能は、石西礁湖を中心とし、この海を介する島々のネットワークが、総体として
の
八
重
山
を
形
成
し
て
い
た
と
述
べ
、
そ
れ
は
島
々
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
な
り
た
つ
も
の
で
あ
っ
（２） 
得能は、単なる島を越えた、あるいは村を越えた通耕作だけでな／、、山林（材木）、水などの問題
も含めた多様な側面を持った関係を「海と島々のネットワーク」と称した。「島喚という自然条件は
他との簡単な同一化を許さずに、島々の個性を形作っているのだが、それらの島々は閉鎖的でも孤立
的
で
も
な
く
、
開
放
さ
れ
た
社
会
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
歴
史
的
な
確
認
を
試
み
た
」
〔
得
能
二
○
○
七
五
〕
という。アジア史や世界史レベルでの交流ではなく、生活レベルの間断ない他島との交流がなければ、
た
と
い
う
。
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か
つ
て
も
今
も
未
来
も
、
島
は
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
、
人
頭
税
の
時
代
か
ら
、
既
に
問
題
解
決
の
た
め
に
海
や
村
落
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
石
西
礁
湖
に
は
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
安
渓
遊
地
は
「
橋
を
か
け
る
ｌ
島
々
の
交
流
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
西
表
島
の
農
耕
文
化
海
上
の
道
の
再
発
見
』
収
録
》
二
○
○
七
年
）
の
な
か
で
、
「
高
い
島
と
低
い
島
の
交
流
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
八
重
山
の
島
々
に
お
け
る
現
金
を
と
も
な
わ
な
い
交
易
活
動
の
調
査
を
行
い
、
詳
細
な
記
録
を
残
そ
う
と
試
み
た
。
安
渓
は
聞
取
り
に
よ
っ
て
、
西
表
島
西
部
（
主
に
祖
納
・
干
立
）
と
米
の
取
れ
な
い
黒
島
の
人
々
の
間
に
は
稲
束
と
灰
、
あ
る
い
は
稲
束
・
白
米
と
麦
・
豆
・
海
藻
の
物
物
交
換
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
鳩
間
島
と
西
表
島
西
部
で
は
海
産
物
（
主
に
カ
ツ
オ
の
頭
や
ア
ー
サ
（
海
草
）
）
と
米
の
物
物
交
換
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。
「
高
い
島
」
の
稲
束
と
「
低
い
島
」
の
特
産
物
が
交
易
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
単
な
る
物
物
交
換
で
は
な
く
て
、
西
表
島
の
稲
束
は
貨
幣
ｌ
限
定
目
的
貨
幣
ｌ
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
指
摘
を
し
て
い
る
。
得
能
は
人
頭
税
時
代
、
安
渓
は
昭
和
初
期
の
八
重
山
を
扱
っ
て
い
た
。
本
論
は
、
主
に
昭
和
二
○
～
三
○
年
代
の
カ
ツ
オ
漁
が
ま
だ
盛
ん
な
頃
の
八
重
山
の
生
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
扱
う
も
の
で
あ
る
。
貨
幣
経
済
の
中
で
、
八
重
山
の
生
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
当
時
の
波
照
間
島
と
黒
島
の
生
業
の
実
態
か
ら
記
す
も
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
が
、
従
来
は
主
に
「
高
い
島
」
と
「
低
い
島
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
様
々
な
条
件
が
関
与
し
て
問
題
解
決
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
波
照
間
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島
も
黒
島
も
「
低
い
島
」
で
あ
る
。
本
論
で
は
「
低
い
島
」
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
扱
い
、
島
蟆
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
（３） 
ワークの「中へ心となる島」（石垣島）との位置関係に注目した。波照間島は石西礁湖の島々の中では
最
も
遠
方
に
位
置
す
る
。
現
在
で
は
石
垣
港
ま
で
高
速
船
で
約
一
時
間
だ
が
、
大
正
時
代
は
島
づ
た
い
に
一
週
間
も
か
け
て
小
舟
で
渡
っ
た
と
い
う
〔
宮
良
一
九
七
二
二
〕
。
し
か
し
、
実
は
遠
い
と
い
う
位
置
的
状
況
も
八
重
山
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
視
点
で
見
れ
ば
一
つ
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
、
波
照
間
島
で
カ
ツ
オ
漁
が
盛
ん
だ
っ
た
の
か
と
波
照
間
島
の
勝
連
文
雄
氏
（
大
正
六
年
生
ま
れ
）
に
お
聞
き
し
た
と
き
、
氏
は
次
の
よ
う
な
答
を
し
た
。
本
稿
は
「
中
心
と
な
る
島
」
か
ら
遠
い
、
近
い
と
い
う
島
の
位
置
的
状
況
も
島
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
の
条
件
と
み
な
し
、
こ
の
よ
う
な
条
件
下
で
、
「
中
心
と
な
る
島
」
か
ら
「
遠
い
島
」
で
あ
る
波
照
間
島
と
「
近
い
島
」
で
あ
る
黒
島
が
、
貨
幣
経
済
下
の
八
重
山
で
ど
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
た
か
の
記
録
と
考
察
で
あ
る
。
ま
あ
、
島
が
：
：
。
島
の
連
中
は
ね
、
竹
富
と
か
、
小
浜
と
か
、
黒
島
と
か
は
石
煩
一
に
近
い
で
し
よ
。
だ
か
ら
石
垣
に
行
っ
て
も
う
け
も
で
き
る
で
し
よ
。
金
が
な
け
れ
ば
ク
リ
舟
で
石
垣
に
行
っ
て
、
石
垣
で
曰
雇
い
と
か
、
金
を
も
ら
っ
て
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
、
帰
っ
て
き
て
農
業
。
農
業
っ
て
の
は
時
期
だ
よ
。
だ
か
ら
時
期
、
時
期
は
農
業
や
っ
て
、
あ
っ
ち
は
あ
っ
ち
の
特
徴
が
あ
る
わ
け
。
こ
っ
ち
は
遠
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
石
垣
に
も
う
け
に
行
っ
た
り
き
た
り
で
き
な
い
ね
。
親
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
子
供
も
お
る
。
家
も
す
て
て
い
け
な
い
。
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最
後
に
用
語
の
統
一
に
つ
い
て
記
す
。
鰹
、
カ
ツ
オ
は
カ
ツ
オ
と
、
鰹
漁
業
、
カ
ツ
オ
漁
業
、
カ
ツ
オ
漁
等
は
カ
ツ
オ
漁
と
、
雑
魚
、
ジ
ャ
ュ
ザ
コ
等
は
ザ
コ
と
、
餌
、
エ
サ
は
エ
サ
と
、
引
用
文
等
を
の
ぞ
い
て
統
一
し
て
記
す
。
八
重
山
諸
島
は
基
本
的
に
は
八
重
山
と
統
一
し
て
記
す
。
文
中
の
石
垣
と
は
、
石
垣
島
の
こ
と
を
指
す
場
合
も
あ
る
が
、
し
か
あ
ざ
同
島
の
中
心
で
あ
る
四
力
字
（
特
に
字
新
川
）
を
指
す
場
〈
ロ
も
あ
る
の
で
、
文
脈
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
資
料
に
よ
っ
て
は
旧
仮
名
遣
い
の
も
の
が
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
新
仮
名
遣
い
に
統
一
し
て
記
す
。
八
重
山
で
は
集
落
を
部
落
と
呼
ぶ
習
慣
が
あ
る
の
で
、
文
脈
に
よ
っ
て
は
本
稿
で
も
そ
れ
に
従
う
。
新
聞
の
引
用
は
『
竹
富
町
史
第
一
一
巻
資
料
編
新
聞
集
成
』
（
Ｉ
．
Ⅳ
）
に
よ
る
が
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
新
聞
の
発
行
年
月
曰
の
み
記
し
、
引
用
ペ
ー
ジ
等
は
省
略
す
る
。
八重山、および波照問島のカツオ漁はどのようにして始められたのか、波照間島のカツオ漁にはど
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
八
重
山
の
カ
ツ
オ
漁
に
つ
い
て
は
、
『
石
垣
市
史
各
論
編
民
俗
上
』
（
以
下
、
『
石
垣
市
史
」
と
の
み
記
す
）
の
２
．
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
漁
の
歴
史
（
１
）
八
重
山
の
カ
ツ
オ
漁
の
歴
史
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「第三章第五節水産業」〔六○｜～六五六〕、通事孝作「波照間島のカツオ漁」（『情報やいま』一一
○○三年五月号収録）などに記されている。また「沖縄県農林水産行政史』の第一八・九巻（水産業編）
及
び
第
一
七
巻
（
水
産
業
資
料
編
）
、
『
竹
富
町
史
第
二
巻
資
料
編
新
聞
集
成
』
、
『
宮
古
八
重
山
郡
漁
業
調
査
（４） 
聿已』などに、報告・記録等がみられる。
以
下
、
主
に
『
石
垣
市
史
』
に
拠
る
。
八
重
山
に
お
け
る
カ
ツ
オ
漁
は
、
そ
の
資
金
力
や
技
術
な
ど
の
点
か
ら
、
沖
縄
本
島
の
糸
満
や
本
部
、
あ
る
い
は
宮
崎
県
や
鹿
児
島
県
出
身
者
た
ち
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
そ
れ
が
次
第
に
地
元
に
定
着
し
た
も
の
で
あ
り
、
明
治
中
期
頃
に
糸
満
か
ら
出
稼
ぎ
に
来
た
専
業
漁
民
の
定
住
に
よ
っ
て
、
本
格
的
な
歩
み
を
（５） 
み
せ
た
と
い
う
。
八
重
山
が
外
か
ら
の
専
業
漁
民
を
引
き
つ
け
た
理
由
と
し
て
は
、
商
品
価
値
の
高
か
っ
た
海
人
草
な
ど
の
海
藻
類
や
夜
光
貝
な
ど
の
貝
類
が
豊
富
に
採
集
で
き
た
こ
と
、
明
治
一
五
年
（
’
八
八
二
）
に
石
垣
に
古
賀
商
店
と
い
う
販
路
が
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
八
重
山
の
カ
ツ
オ
漁
の
中
心
地
は
石
垣
島
四
力
字
の
字
新
川
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
エ
サ
と
な
る
ザ
コ
捕
り
を
目
的
と
し
た
網
漁
業
も
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ザ
コ
を
捕
る
漁
は
ジ
ャ
コ
ー
ト
ウ
エ
ー
（
雑
魚
捕
り
）
と
呼
ば
れ
、
ザ
コ
を
捕
る
漁
師
は
ジ
ャ
コ
ー
ト
ォ
ー
ヤ
ー
と
呼
ば
れ
た
。
明
治
四
四
年
～
四
五
年
二
九
二
～
’
九
一
二
）
に
か
け
て
は
、
エ
サ
捕
り
（
ザ
コ
捕
り
）
漁
場
の
確
保
な
ど
を
主
な
目
的
に
、
八
重
山
各
地
で
漁
業
組
合
が
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
組
合
は
、
大
正
一
一
年
（
一
九
二
一
一
）
に
、
石
垣
島
漁
業
組
合
、
竹
富
漁
業
組
合
、
与
那
国
漁
業
組
合
に
統
合
さ
れ
、
八
重
山
郡
水
産
会
が
設
立
さ
れ
、
同
会
を
窓
口
と
し
て
国
や
県
か
ら
の
補
助
事
業
が
導
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入
さ
れ
て
い
っ
た
。
カ
ツ
オ
漁
の
エ
サ
の
問
題
に
つ
い
て
は
す
で
に
大
正
時
代
か
ら
報
じ
ら
れ
て
い
て
、
「
琉
球
新
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
本
県の鰹漁業」（大正元一八・’八）、「八重山漁況」（大正六一八・一一七）、「餌捕獲の急務」（大正六一○・
二
四
）
、
「
八
重
山
の
鰹
漁
」
（
大
正
七
五
・
’
七
）
な
ど
の
記
事
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
の
間
書
き
で
も
、
大
正
時
代
に
は
カ
ツ
オ
漁
は
八
重
山
の
多
く
の
島
々
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
戦
後
は
カ
ツ
オ
漁
の
た
め
の
エ
サ
の
ザ
コ
捕
り
を
行
っ
て
い
た
黒
島
で
も
、
｜
時
期
、
カ
ツ
オ
漁
が
行
わ
れ
て
い
た
。
黒
島
の
宮
良
当
成
氏
（
昭
和
一
○
年
生
ま
れ
）
は
、
「
あ
の
頃
は
船
も
小
さ
い
し
、
島
の
周
囲
で
も
カ
ツ
オ
が
釣
れ
た
ん
（６） 
じ
ゃ
な
い
か
ね
。
近
海
で
、
大
正
の
頃
で
し
ょ
う
ね
」
と
い
う
が
、
大
正
時
代
は
近
海
で
小
さ
な
船
で
カ
ツ
オ
漁
が
で
（７） 
き
た
時
代
だ
っ
た
。
黒
島
で
は
く
▽
で
も
そ
の
頃
の
カ
ツ
オ
節
製
造
に
使
用
し
た
釜
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
し
だ
い
に
近
海
で
カ
ツ
オ
を
捕
り
尽
し
た
た
め
、
台
湾
沖
な
ど
の
遠
方
ま
で
出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
つ
（８） 
た
。
遠
方
ま
で
行
く
の
を
選
ん
だ
の
は
、
石
垣
島
や
波
照
間
島
の
人
々
だ
っ
た
。
黒
島
は
波
照
間
島
の
ザ
コ
捕
り
、
ジ
ャ
コ
ー
ト
ォ
ー
ヤ
ー
と
な
っ
た
。
『宮古八重山郡漁業調査書』によると、大正一一年（’九一三）の八重山における漁船は一一○艘であり、
そ
の
う
ち
〃
字
波
照
間
ヲ
根
拠
ト
ナ
セ
ル
カ
ッ
オ
漁
船
数
〃
は
帆
船
一
艘
で
あ
っ
た
〔
’
○
九
〕
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
一三年（一九一一一八）のカツオ漁船数は、波照問七艘、石垣一○艘、小浜一艘、鳩間四艘、与那国大型
五
艘
、
小
型
曳
縄
船
一
六
艘
の
合
計
四
三
艘
で
あ
っ
た
〔
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
一
九
九
四
年
六
五
○
〕
。
昭
和
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では、どのようにしてカツオ漁船を買うことができたのだろうか。勝連氏によると、石垣には枕崎、
（９） 
宮崎、鹿児島あたりのカツオ漁に経験のある商人の問屋があって、契約によってカツオ漁の資金を提
供
し
て
い
た
と
い
う
。
勝
連
氏
は
そ
の
仕
組
を
次
の
よ
う
に
語
る
。
二
九
年
（
’
九
五
四
）
六
月
三
○
曰
の
「
八
重
山
毎
曰
」
に
よ
る
と
、
波
照
問
七
、
与
那
国
五
、
石
垣
一
○
、
鳩
問
四
の
計
二
六
艘
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
昭
和
に
入
る
と
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
漁
船
所
有
数
は
常
に
上
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
あの当時はね個人の力はないから、石垣の問屋が資金をもっておって、ああいう連中がこっちが
カツオ漁するというと、あんたたちに資金を提供する、あんたたちの釣ったカツオは私が販売する
と
、
契
約
す
る
ん
だ
よ
。
こ
っ
ち
は
金
が
な
い
で
し
よ
。
あ
っ
ち
は
ち
や
あ
ん
と
船
を
作
ら
せ
て
持
っ
て
き
て
い
る
。
私
な
ん
か
最
初
乗
っ
た
船
は
宮
崎
の
船
で
あ
っ
た
。
宮
崎
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
こ
っ
ち
へ
持
っ
て
来
た
わ
け
。
（
そ
の
船
は
借
り
る
の
、
買
う
の
？
）
買
う
さ
。
い
ち
お
う
買
う
さ
。
し
か
し
、
現
金
で
は
買
わ
ん
。
カ
ツ
オ
を
捕
っ
て
品
物
を
親
方
に
納
め
る
と
、
親
方
が
処
理
し
て
、
後
で
決
算
を
す
る
。
だ
か
ら
金
な
く
て
も
で
き
た
っ
て
い
う
わ
け
。
多
く釣れたら資金を出した人も儲かりますよ。二重儲けか一一一重儲けかわからない。儲けの半分は親方
が
と
る
、
半
分
は
配
当
ざ
。
こ
っ
ち
は
資
金
も
な
ん
に
も
な
い
ん
だ
か
ら
、
親
方
の
金
で
も
っ
て
や
っ
て
、
両
方
得
に
な
る
わ
け
ざ
。
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勝
連
氏
の
話
か
ら
は
、
カ
ツ
オ
船
は
、
石
垣
の
問
屋
か
ら
、
釣
っ
た
カ
ツ
オ
の
儲
け
に
よ
る
後
払
い
と
い
う
契
約
で
購
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
大
正
時
代
に
は
、
漁
業
資
金
の
低
利
貸
付
が
制
度
化
さ
れ
、
漁
船
の
建
造
、
改
良
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
い
う
〔
沖
縄
県
農
林
水
産
行
政
史
編
集
委
員
会
一
九
九
○
二
○
〕
。
波
照
間
島
で
（、）
は
カ
ツ
オ
漁
の
興
隆
に
伴
っ
て
、
自
分
た
ち
で
石
垣
島
の
産
狸
船
所
に
船
を
注
文
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
石
垣
島
は
カ
ツ
オ
漁
に
関
す
る
情
報
・
資
本
・
資
材
・
流
通
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
カ
ツ
オ
漁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
で
あ
っ
た
。
以
下
、
『
石
垣
市
史
』
に
よ
る
。
敗
戦
後
、
本
土
か
ら
来
て
い
た
カ
ツ
オ
漁
者
は
本
土
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
た
め
沖
縄
本
島
か
ら
来
て
い
る
残
留
漁
業
者
や
地
元
漁
業
者
に
よ
っ
て
カ
ツ
オ
漁
、
お
よ
び
カ
ツ
オ
節
製
造
が
、
字
新
川
や
波
照
間
島
、
与
那
国
島
で
継
続
さ
れ
た
。
戦
後
の
八
重
山
の
カ
ツ
オ
漁
の
最
盛
期
は
昭
和
三
○
年
代
二
九
五五～’九六四）であり、一一一三艘ものカツオ漁船が操業していたが、昭和五八年（’九八一一一）頃を境
に
廃
業
し
て
い
っ
た
〔
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
一
九
九
四
六
五
○
～
六
五
一
〕
・
化
学
調
味
料
な
ど
で
だ
し
を
と
る
時
代
に
な
っ
た
こ
と
が
廃
業
の
最
も
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
が
、
直
接
の
原
因
は
他
に
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
廃
業
の
原
因
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
漁
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
宮
良
高
弘
『
波
照
間
島
民
俗
誌
』
や
加
屋
本
正
一
『
波
照
間
島
』
、
通事孝作「波照問島のカツオ漁」などに記されている。また、住谷一彦。Ｊ・クライナー『パティロ
（
２
）
波
照
問
島
の
カ
ツ
オ
漁
の
歴
史
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－
マ
（
｜
）
』
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
波
照
問
島
の
カ
ツ
オ
漁
に
つ
い
て
の
間
書
き
は
、
野
原
全
勝
「
波
照
間
島
の
漁
業
」
（
「
波
照
間
島
調
査
報
告
書
地
域
研
究
シ
リ
ー
ズ
肋
３
』
収
録
）
、
高
村
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
『
竹
富
町
波
照
間
島
研
（、）
究報告聿昌ｌ島民ライフヒストリー集とアンケート調査ｌ』に掲載されている。
宮
良
に
よ
る
と
、
波
照
間
島
に
は
糸
満
漁
民
は
居
住
し
て
お
ら
ず
、
島
民
自
ら
が
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
点
や
専
業
化
し
て
な
い
点
に
特
徴
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
も
漁
獲
物
は
カ
ツ
オ
節
を
除
い
て
は
商
品
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
カ
ツ
オ
漁
は
歴
史
の
浅
い
産
業
で
あ
っ
た
が
、
製
糖
工
場
導
入
以
前
ま
で
の
唯
一
の
商
品
産
業
で
あ
っ
た
と
い
う
〔
宮
良
一
九
七
二
四
二
～
四
四
〕
。
以
下
、
宮
良
に
よ
る
。
明
治
の
頃
か
ら
糸
満
船
は
こ
の
島
ま
で
訪
れ
た
。
波
照
間
島
の
近
海
は
旧
暦
一
一
一
月
の
初
旬
ご
ろ
が
飛
魚
の
季
節
な
の
で
、
そ
の
時
期
に
な
る
と
糸
満
船
は
こ
の
島
を
訪
れ
、
海
岸
辺
に
仮
小
屋
を
作
り
、
寝
泊
り
し
な
が
ら
魚
を
捕
り
、
そ
れ
を
塩
漬
け
に
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
。
波
照
間
の
人
々
は
そ
の
お
り
彼
ら
か
ら
漁
業
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
明
治
四
三
年
頃
（
’
九
一
○
）
に
な
る
と
、
糸
満
漁
民
は
帆
船
で
や
っ
て
き
て
、
島
の
人
七
名
を
二
年
間
雇
っ
て
カ
ツ
オ
を
捕
り
始
め
た
。
そ
の
問
に
、
島
民
た
ち
は
自
分
た
ち
だ
け
で
カ
ツ
オ
漁
が
で
き
る
見
通
し
を
得
た
。
そ
の
頃
、
与
那
国
島
で
は
す
で
に
カ
ツ
オ
漁
が
盛
ん
だ
っ
た
の
で
、
か
れ
ら
は
与
那
国
島
に
見
習
い
に
い
き
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
石
垣
島
で
帆
船
を
建
造
さ
せ
た
の
が
波
照
間
島
に
お
け
る
カ
ツ
オ
漁
の
は
じ
め
で
あ
っ
た
。
当
時
、
大
飢
饅
に
よ
っ
て
税
金
を
払
う
金
も
な
か
っ
た
た
め
、
与
那
国
島
か
ら
帰
っ
た
人
々
が
も
た
ら
し
た
現
金
は
島
民
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
た
。
こ
の
こ
と
が
島
民
の
カ
ツ
オ
漁
に
目
覚
め
る
直
接
的
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
〔
宮
良
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一
九
七
二
四
四
～
四
五
〕
。
勝
連
氏
に
よ
る
と
、
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
漁
の
始
ま
り
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
与
那
国
島
の
後
、
波
照
間
島
に
赴
任
し
て
き
た
外
間
区
長
が
、
「
与
那
国
で
は
カ
ツ
オ
を
釣
っ
て
金
に
な
っ
て
い
る
。
波
照
間
の
周
囲
は
カ
ツ
オ
が
い
っ
ぱ
い
い
る
か
ら
与
那
国
の
真
似
を
し
な
い
か
」
と
若
者
た
ち
に
勧
め
て
、
与
那
国
に
見
習
い
に
行
か
せ
た
と
い
う
。
与
那
国
島
に
行
っ
た
若
者
た
ち
は
カ
ツ
オ
釣
り
と
カ
ツ
オ
節
製
造
に
つ
い
て
学
ん
で
き
た
。
勝
連
氏
に
よ
る
と
、
カ
ツ
オ
漁
の
従
事
者
は
漁
労
部
・
機
械
部
・
製
造
部
に
分
か
れ
、
漁
労
部
は
カ
ツ
オ
と
そ
の
エ
サ
の
ザ
コ
を
釣
り
、
製
造
部
は
カ
ツ
オ
節
製
造
、
機
械
部
は
船
の
機
械
操
作
を
担
当
す
る
が
、
こ
れ
ら
全
て
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
宮
良
に
よ
る
。
大
正
時
代
、
各
部
落
で
は
次
々
と
帆
船
を
建
造
し
た
。
大
正
九
年
二
九
二
○
）
に
は
帆
船
ほ
か
を発動機船に切り替えた。糸満漁民はその頃から来なくなった。外部落と北部落は一緒に組ヘロを作り、
く
ぱ
さ
き
小
浜
島
の
細
崎
に
納
屋
を
建
て
て
、
カ
ツ
オ
節
を
三
年
間
製
造
し
た
。
南
部
落
・
名
石
部
落
・
前
部
落
も
一
緒
に
組
〈
□
を
作
り
、
石
垣
島
の
字
新
川
に
建
て
た
納
屋
で
五
年
間
カ
ツ
オ
節
の
製
造
を
行
っ
た
。
サ
ン
ゴ
礁
だ
ら
け
の
波
照
間
島
の
海
岸
に
発
動
機
船
を
寄
港
さ
せ
る
技
術
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
発
動
機
船
が
寄
港
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
納
屋
も
波
照
間
島
に
移
転
し
カ
ツ
オ
節
の
製
造
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
三
年
（
’
九
二
八
）
頃
に
は
カ
ツ
オ
漁
は
部
落
単
位
に
再
組
織
さ
れ
、
組
合
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
〔
宮
良
一
九
七
二
四
五
〕
。
部
落
民
の
共
同
出
資
、
共
同
作
業
と
い
う
島
特
異
の
形
態
は
、
他
の
注
目
を
浴
び
た
〔
野
原
一
九
八
二
六
○
〕
。
組
合
員
は
株
を
持
ち
、
株
を
持
つ
も
の
だ
け
が
カ
ツ
オ
船
に
乗
れ
た
。
株
を
持
っ
て
い
て
も
男
手
の
い
な
い
時
は
親
戚
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内
で
乗
る
人
を
調
達
し
た
。
勝
連
氏
は
一
時
期
、
男
手
の
な
く
な
っ
た
叔
母
（
伯
母
）
の
家
の
持
っ
て
い
る
株
の
カ
ツ
オ
船
で
働
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
乗
組
員
を
出
さ
な
い
と
配
当
を
も
ら
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
株
は
親
か
ら
子
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
あ
る
男
性
（
昭
和
一
二
年
生
ま
れ
）
は
、
親
の
株
が
あ
っ
た
の
で
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
カ
ツ
オ
船
に
乗
っ
た
と
い
う
。
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
漁
は
部
落
共
同
体
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
波
照
問
島
に
カ
ツ
オ
漁
は
急
速
に
広
ま
っ
た
。
生
産
は
本
格
化
し
、
農
業
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
キ
ビ
の
夏
植
え
を
遅
ら
せ
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
、
夏
の
カ
ツ
オ
漁
、
冬
の
農
業
と
い
う
半
農
半
漁
の
形
態
を
定
着
さ
せ
た
〔
野
原
一
九
八
二
六
○
〕
。
「
｜
番
儲
か
る
の
は
こ
の
カ
ツ
オ
漁
だ
か
ら
、
ど
れ
だ
け
人
夫
を
ひ
き
つ
け
た
か
な
、
カ
ツ
オ
船
は
」
と
勝
連
氏
は
カ
ツ
オ
漁
の
魅
力
を
語
る
。
大
言
安
昇
氏
（
大
正
一
五
年
生
ま
れ
）
も
学
校
を
卒
業
し
た
ら
す
ぐ
カ
ツ
オ
船
に
乗
っ
た
。
「
別
に
怖
い
こ
と
な
か
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
で
、
昔
み
た
く
帆
船
じ
ゃ
な
か
っ
た
ざ
。
責
任
者
か
ら
頼
ま
れ
て
毎
曰
毎
日
だ
よ
。
夜
と
か
昼
と
か
関
係
な
い
。
エ
サ
が
終
わ
っ
た
ら
帰
っ
て
く
る
。
一
ヶ
月
も
二
ヶ
月
も
さ
」
と
い
う
。
波
照
間
島
で
は
戦
前
・
戦
後
と
カ
ツ
オ
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
カ
ツ
オ
船
の
所
有
数
も
常
に
七
艘
を
下
ら
な
か
つ
（吃）
た
。
通
事
に
よ
る
と
、
島
で
カ
ツ
オ
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
は
一
九
一
一
八
年
（
昭
和
一
一
一
）
か
ら
一
九
六
一
年
（
昭
和
一一一六）までの一一一一一一年間であり、戦時中に一時中断したが、戦後まもなく復活し、一九五三年から一九
五
五
年
（
昭
和
二
八
～
昭
和
三
○
）
ご
ろ
に
最
盛
期
を
迎
え
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
や
や
衰
退
し
た
が
、
そ
れ
で
も
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
）
ご
ろ
に
は
部
落
単
位
の
共
同
漁
船
四
隻
と
個
人
所
有
船
一
一
隻
が
操
業
し
て
い
た
と
い
う
。
大
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波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
漁
が
自
然
消
滅
し
た
あ
と
大
嵩
氏
は
石
垣
の
カ
ツ
オ
船
に
乗
っ
た
。
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
の
漁
獲
高
で
は
エ
サ
取
り
の
経
費
が
出
せ
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
漁
の
自
然
消
滅
に
つ
い
て
は
野
原
が
現
地
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
は
①
若
者
の
流
出
が
は
げ
し
く
、
必
要
な
労
働
力
の
動
員
が
困
難
に
な
っ
た
、
②
漁
港
の
不
備
に
よ
り
台
風
時
に
サ
ン
ゴ
礁
に
船
舶
が
た
た
き
つ
け
ら
れ
、
損
傷
が
ひ
ど
い
た
め
そ
の
年
は
使
用
不
能
と
な
る
、
③
冷
凍
設
備
が
皆
無
で
あ
り
、
処
理
加
工
の
時
間
的
調
整
が
不
可
は
え
み
嵩氏によると波照間島では戦後す〈、にカツオ漁が再開されたというが、それは疎開先の西表島南風見
（Ｅ） 
から人々が生還し、島民の人口の一一一分の一を奪ったマラリアが沈静化した頃の｝」とと考えられる。
で
は
、
い
つ
頃
ま
で
波
照
間
島
で
は
カ
ツ
オ
漁
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
双
眼
鏡
手
（
眼
鏡
手
）
で
あ
っ
た
大
嵩
氏
は
波
照
問
島
の
カ
ツ
オ
漁
の
終
焉
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
あ
と
は
も
う
ほ
う
ぼ
う
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ざ
。
自
然
消
滅
。
波
照
問
で
は
で
き
な
い
か
ら
、
石
垣
の
方
で
カ
ツ
オ
船
乗
っ
て
あ
ん
な
し
て
生
活
し
て
き
た
。
こ
っ
ち
で
は
経
費
も
た
ん
か
ら
ね
。
こ
っ
ち
で
は
、
漁
の
あ
る
と
き
は
あ
っ
た
け
ど
、
な
い
と
き
は
な
い
で
し
よ
。
エ
サ
取
り
は
ち
ゃ
ん
と
い
た
。
小
浜
、
黒
島
あ
た
り
で
は
ち
ゃ
ん
と
エ
サ
取
っ
て
い
た
で
し
よ
。
経
費
が
も
た
な
い
わ
け
よ
。
黒
島
か
ら
エ
サ
積
ん
で
海
に
出
る
か
ら
エ
サ
代
も
か
か
る
。
今
じ
ゃ
カ
ツ
オ
船
が
潰
れ
て
キ
ビ
だ
け
に
な
っ
て
る
さ
。
180 
Hosei University Repository
能
な
た
め
、
省
力
化
が
困
難
で
あ
る
、
④
エ
サ
代
の
値
上
が
り
、
⑤
石
油
代
の
値
上
が
り
、
⑥
｜
般
物
価
の
値
上
が
り
とカツオ節価格との不釣合い、⑦カツオ節代用品の出まわり、を挙げている〔野原一九八一一六三〕。
（Ｍ） 
カツオ漁が自然消滅した後、波照間島はサトウキビ栽培一色の島になって現在に呑土る。
波
照
間
島
は
石
西
礁
湖
の
島
々
の
う
ち
で
石
垣
島
か
ら
最
も
遠
方
に
位
置
し
、
有
人
島
と
し
て
は
曰
本
最
南
端
の
島
で
あ
る
。
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
低
い
島
」
で
あ
り
、
周
囲
一
四
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
最
高
標
高
ほ
か
な
い
し
五
九
・
五
メ
ー
ト
ル
の
平
坦
な
島
で
あ
る
。
同
島
は
外
・
名
石
・
前
・
南
・
北
の
五
つ
の
集
落
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
戦
前
戦
後
を
通
し
て
カ
ツ
オ
漁
に
従
事
し
た
勝
連
氏
と
大
嵩
氏
、
鰹
節
製
造
に
携
わ
っ
た
崎
山
千
代
氏
（
大
正
七
年
生
ま
れ
）
の
語
り
か
ら
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
漁
に
つ
い
て
記
す
。
勝
連
氏
と
大
嵩
氏
に
よ
る
と
カ
ツ
オ
漁
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。
船
は
早
朝
四
時
頃
に
は
出
発
、
曰
の
出
の
頃
、
小
浜
島
の
前
の
海
を
通
る
。
太
陽
の
明
か
り
で
自
分
た
ち
の
船
の
ザ
コ
の
籠
を
探
し
て
、
ザ
コ
を
入
れ
て
す
ぐ
漁
場
に
行
く
。
ザ
コ
は
契
約
し
た
黒
島
の
ザ
コ
捕
り
専
門
の
人
々
に
よ
っ
て
毎
朝
、
海
上
に
籠
に
入
れ
て
用
意
さ
れ
て
い
た
。
３
．
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
漁
の
実
際
（
１
）
カ
ツ
オ
漁
と
カ
ツ
オ
節
製
造
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「人はいなくて籠だけが浮いている。浅いからアンカーつけて置いてある」（大嵩氏）というが、カツ
オ船は海上のザコをとり、黒島・小浜の間を通って大海にでた。「大海に出ないとカツオに会わない」
（勝運氏）からだという。
乗組員は、船長、機関長、双眼鏡手、餌撒きに分かれていた。カツオ船は朝が早い。船にのったら
双眼鏡手以外は寝るだけだった。食事は船の中で米を炊いて食べた。勝連氏によると「私らなんかあ
っ
ち
の
お
米
で
カ
ツ
オ
な
ん
か
を
釣
り
お
っ
た
よ
」
と
い
う
。
そ
の
米
は
「
モ
チ
メ
も
な
い
、
カ
サ
カ
サ
し
て
、
あ
れ
は
食
べ
ら
れ
ん
」
と
氏
は
い
う
。
氏
は
、
ヤ
マ
ト
マ
イ
（
ヤ
マ
ト
メ
ー
）
、
シ
ッ
マ
イ
（
ス
ッ
メ
ー
）
、
ビ
ジ
ル
メ
ー
、
ボ
ー
ザ
マ
イ
、
蓬
莱
米
六
一
○
号
な
ど
の
米
を
栽
培
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
ボ
ー
ザ
マ
イ
は
モ
チ
メ
が
な
い
の
で
主
に
酒
の
原
料
と
さ
れ
て
い
た
〔
古
谷
野
一
一
○
’
○
’
八
三
〕
。
し
か
し
、
カ
ツ
オ
船
で
は
モ
チ
メ
の
な
い
米
を
わ
ざわざ石垣から購入して食べていた。なぜならば、「カツオ船はすべて買ってきてやるんだから。油
も
買
っ
て
く
る
。
石
炭
も
買
っ
て
く
る
。
薪
も
買
っ
て
く
る
。
お
米
も
食
料
も
み
ん
な
買
っ
て
き
て
や
る
。
石
垣
あ
た
りの業者から」（勝運氏）だという。石垣の問屋との契約の中には、カツオ漁にかかる機材や消耗品
は
す
べ
て
そ
の
問
屋
か
ら
購
入
す
る
と
い
う
契
約
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「西表の高い山が見えなくなるまで南へ行った」（勝運氏）というが、漁場はその時々で違ったとい
う。台湾ゾネとか、ナカゾネなどと呼ばれるソネでカツオは釣れた。勝連氏によるとソネとは、大海
で
潮
流
が
渦
を
巻
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
浅
い
と
こ
ろ
な
の
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
成
長
が
早
く
、
ザ
コ
が
集
ま
っ
て
い
る
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の
で
、
カ
ツ
オ
が
寄
っ
て
く
る
と
い
う
。
台
湾
ゾ
ネ
の
場
合
は
潮
流
が
西
に
流
れ
て
い
る
と
き
だ
っ
た
ら
大
体
四
時
間
か
か
っ
た
。
こ
れ
を
四
時
間
パ
イ
と
い
っ
た
。
逆
に
潮
流
が
流
れ
て
い
る
と
き
だ
っ
た
ら
五
時
間
も
か
か
っ
た
。
カ
ツ
オ
を
釣
っ
て
船
に
満
載
し
て
帰
っ
て
き
た
と
い
う
。
双
眼
鏡
手
だ
っ
た
大
嵩
氏
に
よ
る
と
、
カ
ツ
オ
の
群
れ
の
い
る
と
こ
ろ
に
は
何
十
羽
と
い
う
烏
が
ヤ
マ
を
作
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
を
ト
リ
ヤ
マ
と
い
い
、
望
遠
鏡
で
ト
リ
ヤ
マ
を
探
し
て
カ
ツ
オ
の
群
れ
を
見
つ
け
る
。
勝
連
氏
に
よ
る
と
カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。
ト
リ
ヤ
マ
が
発
見
さ
れ
る
と
、
船
は
全
速
力
で
ト
リ
ヤ
マ
に
近
づ
い
た
。
以
下
は
「
石
頂
一
市
史
」
に
よ
る
。
本
撒
き
は
鳥
の
飛
び
方
を
よ
く
見
て
、
エ
サ
を
撒
い
た
。
カ
ツ
オ
が
船
に
寄
っ
て
く
る
と
、
さ
ら
に
船
の
三
カ
所
か
ら
エ
サ
を
撒
い
た
。
カ
ツ
オ
が
船
に
近
づ
く
と
、
機
関
長
は
直
ち
に
散
水
を
し
て
、
カ
ツ
オ
を
元
気
付
け
、
食
い
つ
き
を
よ
く
さ
せ
た
。
最
初
は
シ
ャ
ピ
キ
（
擬
餌
針
）
を
使
用
し
て
ど
ん
ど
ん
釣
り
上
げ
、
食
い
つ
き
が
衰
え
る
と
活
き
エ
サ
を
ハ
リ
双
眼
鏡
は
海
鳥
を
み
て
カ
ツ
オ
を
探
す
の
さ
。
海
鳥
が
案
内
し
て
く
れ
る
ん
だ
。
カ
ツ
オ
が
エ
サ
を
下
か
ら
上
に
上
げ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
エ
サ
は
カ
ツ
オ
が
恐
ろ
し
い
も
ん
だ
か
ら
、
海
面
に
上
が
っ
て
く
る
わ
け
。
エ
サ
は
海
面
で
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
、
上
か
ら
は
烏
が
来
て
下
か
ら
上
げ
て
く
れ
る
エ
サ
を
食
べ
る
。
下
か
ら
は
カ
ツ
オ
が
食
べ
る
。
人
間
は
烏
を
見
て
、
あ
あ
こ
っ
ち
に
カ
ツ
オ
が
お
る
と
い
っ
て
、
船
を
向
け
て
一
本
釣
り
。
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し
か
し
、
カ
ツ
オ
漁
は
釣
る
だ
け
で
は
な
い
、
さ
ら
に
カ
ツ
オ
節
製
造
と
い
う
過
程
が
あ
っ
た
。
カ
ツ
オ
漁
は
釣
っ
た
魚
を
そ
の
ま
ま
売
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
現
地
で
加
工
し
て
カ
ツ
オ
節
に
し
て
か
ら
流
通
に
乗
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
加
工
工
程
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
冷
蔵
・
冷
凍
設
備
の
完
備
し
て
い
な
い
時
代
、
本
土
か
ら
遠
く
離
れ
た
亜
熱
帯
の
八
重
山
で
も
カ
ツ
オ
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
だ
。
船
が
帰
っ
て
く
る
と
浜
で
は
製
造
人
が
待
ち
構
え
て
い
た
。
無
線
が
な
か
っ
た
時
代
に
は
漁
獲
量
の
合
図
は
旗
で
行
み
い
る
わ
れ
た
。
｜
番
漁
の
少
な
い
と
き
は
曰
の
丸
、
多
く
て
順
に
赤
旗
、
二
一
色
、
五
色
が
あ
っ
た
と
い
う
。
大
量
の
場
合
は
人
手
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。
製
造
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
カ
ツ
オ
節
製
造
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
「
カ
ッ
オ
エ
場
は
浜
端
に
あ
る
ん
で
、
製
造
人
が
見
て
い
る
。
製
造
人
が
目
が
回
る
く
ら
い
忙
し
か
っ
た
ら
人
雇
わ
ん
と
い
け
な
い
さ
」
に
付
け
て
釣
っ
た
〔
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
一
九
九
四
六
五
一
〕
・
以
下
、
勝
連
氏
に
よ
る
。
カ
ツ
オ
を
見
つ
け
る
と
一
時
間
で
満
載
し
た
。
釣
っ
た
ら
す
ぐ
島
に
帰
る
。
釣
っ
て
八
時
間
以
内
に
は
島
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
八
時
間
以
上
た
っ
た
ら
魚
が
傷
ん
で
し
ま
う
か
ら
だ
。
島
に
着
く
ま
で
は
漁
師
は
み
ん
な
寝
て
い
た
と
い
う
。
で
は
波
照
間
島
で
は
何
人
く
ら
い
の
人
々
が
カ
ツ
オ
漁
に
従
事
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
勝
連
氏
に
よ
る
と
、
「
船
の
大
き
さ
に
も
よ
る
が
、
波
照
間
の
船
は
ひ
と
つ
の
船
に
一
一
五
名
く
ら
い
乗
っ
た
。
大
き
い
船
が
三
○
名
く
ら
い
」
と
い
う
。
二
五
名
乗
り
で
も
七
艘
が
稼
動
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
毎
曰
一
七
○
人
以
上
の
男
た
ち
が
カ
ツ
オ
船
に
乗
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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（旧）
カ
ツ
オ
節
製
造
に
関
し
て
は
、
組
（
後
述
す
る
）
が
国
の
補
助
と
し
て
低
利
資
金
を
借
り
る
こ
し
」
が
で
き
た
。
こ
の
資
金
も
何
年
か
か
け
て
カ
ツ
オ
漁
の
儲
け
か
ら
返
す
こ
と
が
で
き
た
と
勝
連
氏
は
い
う
。
「
南
西
新
報
」
（
昭
和
二
八
・
八
・
五
）
か
ら
は
、
漁
港
施
設
に
関
し
て
も
地
方
庁
経
済
局
か
ら
補
助
金
が
出
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
こ
っ
ち
は
め
い
め
い
の
工
場
を
も
っ
て
い
た
。
め
い
め
い
水
揚
げ
す
る
か
ら
な
」
（
大
嵩
氏
）
と
い
う
よ
う
に
、
カ
ツ
オ
節
工
場
は
各
船
ご
と
に
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
の
船
に
ひ
と
つ
の
工
場
だ
っ
た
。
船
着
場
と
工
場
は
直
結
し
て
い
た
。
き
□
だ
っ
た
。
「年寄りでも引退した人でも大漁のとぎは頼んできて、骨を抜くとかね、背皮を抜くとか」（勝運氏）、
「
漁
師
は
カ
ツ
オ
下
ろ
し
た
ら
お
家
に
帰
る
。
手
不
足
で
あ
っ
た
ら
工
場
に
お
っ
て
手
伝
う
こ
と
も
あ
る
さ
」
「
大
漁
し
て
手
が
回
ら
ん
と
き
は
人
夫
も
雇
っ
て
や
っ
て
き
た
。
ほ
と
ん
ど
男
さ
」
（
大
嵩
氏
）
と
い
う
よ
う
に
、
忙
し
い
と
き
の
働
き
手
の
補
充
の
制
度
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
漁
師
と
製
造
人
と
い
う
役
割
分
担
は
あ
っ
た
が
、
大
漁
の
と
き
は
漁
師
も
手
伝
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
忙
し
さ
だ
っ
た
。
船
を
待
ち
か
ま
え
て
い
た
の
は
製
造
人
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
若
い
女
性
た
ち
も
い
た
。
二
八
の
頃
か
ね
、
一
九
の
頃
か
ね
、
若
い
女
は
浜
で
船
の
帰
っ
て
来
る
の
待
つ
さ
。
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
か
ち
よ
、
海
に
向
か
っ
て
、
太
陽
に
向
か
っ
て
、
船
が
来
た
ら
、
船
が
来
た
よ
－
っ
て
。
船
が
見
え
た
ら
よ
、
旗
で
わ
か
る
さ
れ
。
大
漁
だ
ね
－
と
思
っ
た
ら
セ
イ
ロ
ニ
人
で
持
っ
て
よ
、
お
父
さ
ん
な
ん
か
が
カ
ツ
オ
の
頭
切
っ
て
よ
、
姉
さ
ん
な
ん
か
は
み
ん
な
で
あ
れ
に
入
れ
て
運
ん
で
」
と
崎
山
氏
は
語
る
。
戦
前
か
ら
カ
ツ
オ
節
製
造
は
若
い
女
性
に
と
っ
て
は
現
金
収
入
が
入
る
貴
重
な
働
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勝
連
氏
に
よ
る
と
、
今
の
製
糖
工
場
の
脇
に
は
、
朝
曰
丸
、
豊
福
丸
、
大
豊
丸
、
大
福
丸
が
泊
ま
り
、
四
つ
の
カ
ツ
オ
節
工
場
が
あ
り
、
西
に
は
二
艘
、
そ
し
て
今
の
桟
橋
の
上
に
は
初
福
丸
、
東
大
福
丸
を
は
じ
め
と
す
る
五
艘
が
泊
ま
り
、
それぞれカツオ節工場があったという。最盛期の頃のことであろう。
話
者
の
言
葉
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
ず
、
浜
の
上
で
カ
ツ
オ
の
頭
を
切
っ
た
。
女
性
た
ち
が
セ
イ
ロ
に
入
れ
て
カ
ツ
オ
を
工
場
に
運
ん
だ
。
当
時
の
波
照
間
に
は
各
地
か
ら
人
々
が
や
っ
て
き
て
い
た
。
勝
連
氏
に
よ
る
と
、
中
に
は
カ
ツ
オ
節
製
造
に
係
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
糸
満
の
女
性
も
い
た
と
い
う
。
カ
ツ
オ
は
浜
で
頭
を
切
っ
て
、
ワ
タ
を
取
り
、
苑
で
て
か
ら
乾
燥
す
る
。
乾
燥
は
男
性
が
行
っ
た
。
だ
が
、
乾
燥
に
移
る
前
に
、
骨
を
皆
抜
い
て
傷
の
あ
る
と
こ
ろ
を
綺
麗
に
直
す
と
い
う
作
業
が
あ
っ
た
。
カ
ツ
オ
は
毎
曰
六
時
間
く
ら
い
乾
燥
さ
せ
、
約
一
四
～
’
五
曰
燥
製
し
て
棚
か
ら
下
ろ
し
た
。
煙
で
真
っ
黒
に
な
っ
（焔）
た
カ
ツ
オ
節
を
削
る
の
は
女
性
の
仕
事
だ
っ
た
。
カ
ツ
オ
節
製
造
は
乾
燥
さ
せ
る
た
め
に
膨
大
な
二
二
の
薪
を
使
う
。
大
嵩
氏
は
、
「
薪
は
”
ヤ
マ
ー
“
を
呼
ん
で
相
談
し
て
西
表
か
ら
取
っ
て
く
る
。
取
っ
た
木
は
自
分
の
船
で
運
ん
で
く
る
よ
」
と
い
う
。
〃
ヤ
マ
ー
“
と
は
山
の
木
を
手
配
す
る
ヤ
マ
シ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
勝
連
氏
に
よ
る
と
、
昔
は
西
表
島
の木を伐採して、山から下に落とし、小伝馬船に乗せて本船まで持ってきて、本船で運んできたという。
大
嵩
氏
は
「
（
木
を
切
る
人
は
）
向
こ
う
の
人
が
お
る
」
と
い
う
が
、
西
表
島
に
は
木
を
切
る
専
門
の
人
が
い
た
よ
う
だ。「波照間はカツオ釣るくらいの薪があるか。薪どこから持ってくる。みんなキバタケだよ。あんた、
カ
ツ
オ
っ
て
の
は
こ
ん
な
大
き
い
の
を
乾
燥
す
る
ん
だ
よ
。
大
き
い
木
で
カ
ツ
オ
を
乾
燥
す
る
。
何
時
間
も
何
時
間
も
」
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こ
の
よ
う
に
人
手
の
要
る
カ
ツ
オ
漁
と
カ
ツ
オ
節
生
産
の
期
間
は
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
波
照
問
島
の
生
業
暦
の
中
で
カ
ツ
オ
漁
は
ど
の
よ
う
な
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。
勝
連
氏
に
よ
る
と
、
春
漁
、
夏
漁
、
秋
漁
と
あ
り
、
春
漁
は
い
ち
お
う
採
算
は
取
れ
る
、
夏
漁
が
一
番
大
漁
で
も
の
す
ご
く
儲
か
っ
た
と
い
う
。
「
波
照
問
は
半
農
半
漁
。
時
期
、
時
期
さ
」
と
い
う
大
嵩
氏
は
、
「
製
糖
工
場
も
あ
る
し
、
冬
は
製
糖
、
夏
は
カ
ツ
オ
船
。
そ
う
よ
、
田
んぼもやって雨が降ると水を溜めて牛、馬が踏んで。蚕もやって糸とって」という。「八重山毎曰」（昭
和
二
九
・
五
・
二
）
掲
載
の
「
話
題
の
島
波
照
問
を
訪
う
（
下
）
」
に
は
、
「
五
月
か
ら
鰹
出
漁
期
に
入
っ
て
九
月
ま
で
の
間
は
働
け
る
男
子
は
皆
海
に
出
る
た
め
、
農
耕
は
す
べ
て
女
子
の
手
で
営
ま
れ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
カ
ツ
オ
漁
は
五
月
か
ら
一
○
月
近
く
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
同
記
事
に
は
、
波
照
間
の
女
性
は
働
（Ⅳ） 
（勝運氏）、｝」の一一一一口葉からいかに多くの薪がカツオ節製造に必要だったのかが想像できる。
カ
ツ
オ
は
カ
ツ
オ
節
以
外
に
も
様
々
に
利
用
さ
れ
た
。
カ
ツ
オ
の
頭
は
塩
漬
け
に
し
て
保
存
し
て
お
き
、
そ
れ
で
だ
し
を
と
っ
た
。
だ
が
、
大
漁
の
と
ぎ
に
は
そ
の
よ
う
な
余
裕
は
な
か
っ
た
。
”
大
漁
し
て
手
が
回
ら
ん
と
き
“
は
、
カ
ツ
オ
の
頭
は
み
ん
な
捨
て
た
と
い
う
。
「
そ
ん
な
余
裕
な
い
。
あ
れ
は
鶏
の
餌
と
か
、
豚
の
餌
さ
」
（
勝
運
氏
）
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
大
漁
の
と
き
の
カ
ツ
オ
節
製
造
が
い
か
に
忙
し
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。
商
品
と
な
っ
た
カ
ツ
オ
節
は
、
「
東
（肥）
京
と
か
、
名
古
屋
と
か
、
大
阪
、
神
戸
と
か
あ
た
り
に
ダ
ー
ツ
と
い
っ
た
」
（
勝
運
氏
）
し
」
い
う
。
（２）カツオ漁の時期
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き
者
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
”
農
耕
は
す
べ
て
女
子
の
手
で
営
ま
れ
る
“
は
誇
張
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
カ
ツ
オ
漁
と
農
業
を
両
立
さ
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
波
照
間
島
は
山
も
川
も
な
い
島
で
は
あ
る
が
稲
作
が
で
き
た
。
同
島
の
土
壌
に
あ
っ
た
踏
耕
と
い
う
稲
作
技
術
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
昭
和
三
五
年
の
統
計
で
は
、
水
田
は
畑
地
の
一
一
分
の
一
弱
の
割
合
だ
っ
た
〔
加
屋
本
一
九
七
七
七
二
〕
。
し
か
し
、
｜
般
の
家
で
は
主
食
は
粟
・
麦
・
イ
モ
で
あ
り
、
米
は
特
別
の
曰
に
し
か
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
波
照
間
島
の
農
業
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
波
照
問
島
の
農
耕
文
化
ｌ
昭
和
三
○
年
代
ま
で
の
農
業
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
比
較
民
俗
研
究
二
四
』
収
録
）
で
報
告
し
た
の
で
詳
細
は
省
き
そ
の
概
要
を
記
す
。
波
照
間
島
は
他
の
沖
縄
の
島
々
と
同
じ
く
台
風
を
避
け
る
た
め
冬
に
耕
起
し
て
、
播
種
す
る
冬
作
だ
っ
た
。
粟
も
米
も
刈
り
入
れ
ま
で
の
時
期
が
長
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
農
業
の
た
め
、
リ
ス
ク
を
考
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
米
や
粟
を
作
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
年
の
雨
量
に
よ
っ
て
、
米
も
粟
も
種
類
を
、
早
稲
、
晩
生
と
変
え
て
い
た
た
め
、
粟
の
播
種
や
田
植
え
の
時
期
は
長
く
、
年
に
よ
っ
て
も
異
な
っ
た
。
農
業
の
従
事
期
間
は
長
く
、
手
が
空
く
の
は
粟
と
米
の
刈
入
れ
が
す
べ
て
済
ん
だ
七
月
か
ら
九
月
ま
で
だ
っ
た
。
勝
連
氏
は
、
「
収
穫
終
わ
っ
て
カ
ツ
オ
漁
さ
。
大
体
、
こ
っ
ち
の
お
米
の
収
穫
は
五
月
、
六
月
だ
か
ら
、
七
・
八
・
九
月
は
夏
漁
」
と
い
う
が
、
最
も
大
漁
す
る
夏
の
カ
ツ
オ
漁
の
時
期
が
波
照
間
島
の
農
業
で
最
も
手
の
あ
く
時
期
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培
が
始
ま
る
と
、
’
二
月
か
ら
四
月
ま
で
は
、
キ
ビ
の
刈
取
り
作
業
が
あ
っ
た
。
カ
ツ
オ
漁
は
波
照
間
島
の
生
業
暦
に
ほ
ぼ
合
っ
て
い
た
の
である。
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ま
た
、
そ
の
た
め
の
調
整
も
行
わ
れ
た
。
前
述
し
た
が
、
キ
ビ
の
夏
植
え
の
時
期
を
出
来
る
だ
け
遅
ら
せ
て
、
そ
の
労
働
力
を
カ
シ
オ
漁
（
カ
ツ
オ
節
生
産
を
含
む
）
に
あ
て
た
と
い
う
。
カ
ツ
オ
漁
の
組
合
が
主
に
部
落
単
位
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
統
制
力
が
あ
っ
た
た
め
出
来
た
こ
と
で
あ
る
。
「
だ
か
ら
家
族
の
多
い
人
は
お
米
も
作
る
、
砂
糖
も
作
る
し
、
カ
ツ
オ
漁
も
す
る
し
」
（
勝
運
氏
）
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
た
の
で
あ
る
。
農
業
と
両
立
し
た
カ
ツ
オ
漁
は
島
の
経
済
に
潤
い
を
与
え
た
。
実
際
、
カ
ツ
オ
漁
に
よ
っ
て
島
の
経
済
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
正
六
年
生
ま
れ
の
勝
連
氏
が
子
供
の
頃
、
波
照
問
島
は
自
給
自
足
の
島
だ
っ
た
。
学
用
品
や
ソ
ー
メ
ン
、
石
油
、
サ
ン
ピ
ン
チ
ャ
な
ど
を
売
る
店
は
あ
っ
た
が
、
お
金
で
は
な
く
て
鶏
の
卵
で
バ
ー
タ
ー
で
手
に
入
れ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
商
品
は
卵
と
の
物
物
交
換
だ
っ
た
。
粟
酒
も
卵
で
買
っ
た
。
崎
山
千
代
氏
は
、
鶏
を
放
し
飼
い
に
し
て
飼
い
、
卵
と
粟
酒
を
交
換
し
た
と
い
う
。
卵
は
五
個
ず
つ
藁
に
包
ん
で
、
真
ん
中
を
縛
っ
て
く
く
り
、
五
個
入
り
を
二
○
個
作
り
、
’
○
○
個
に
ま
と
め
た
も
の
を
商
人
が
石
垣
に
売
り
に
行
っ
た
。
藁
で
く
く
っ
た
鶏
卵
が
貨
幣
の
役
割
を
は
た
し
て
い
し
か
し
、
自
給
自
足
の
島
は
急
速
に
現
金
収
入
の
入
る
島
に
な
っ
た
。
カ
ツ
オ
漁
と
燐
鉱
で
あ
る
。
昭
和
初
期
、
波
照
間
島
で
は
曰
本
燐
鉱
株
式
会
社
と
朝
曰
肥
料
株
式
会
社
が
操
業
し
て
い
た
。
採
掘
事
業
は
昭
和
一
三
年
（
一
九
一
一
一
（
３
）
波
照
問
島
の
経
済
と
カ
ツ
オ
漁
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八
）
頃
最
盛
期
を
迎
え
、
昭
和
一
六
年
（
’
九
四
一
）
ま
で
大
々
的
に
継
続
さ
れ
た
〔
加
屋
本
一
九
七
七
九
三
〕
。
労
賃
は
一
曰
｜
円
だ
っ
た
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
使
用
者
に
な
っ
た
勝
連
氏
は
一
円
五
○
銭
だ
っ
た
と
い
う
。
娘
時
代
、
崎
山
氏
は
憐
鉱
で
も
働
い
て
家
計
を
助
け
て
い
た
。
金
額
は
別
と
し
て
、
昭
和
初
期
の
波
照
問
島
は
若
い
女
性
が
働
い
て
現
金
収
入
を
得
ら
れ
る
島
に
な
っ
て
い
た
。
波
照
間
島
の
人
は
「
燐
鉱
も
カ
ツ
オ
船
も
自
由
に
選
べ
る
」
（
勝
運
氏
）
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
「
燐
鉱
行
き
た
い
人
は
燐
鉱
。
あ
れ
は
確
実
性
の
も
の
だ
か
ら
。
カ
ツ
オ
漁
っ
て
い
う
の
は
時
期
が
あ
る
わ
け
さ
。
春
漁
、
夏
漁
、
秋
漁
と
、
忙
し
い
人
は
夏
漁
だ
け
さ
」
と
勝
連
氏
は
い
う
が
、
人
に
よ
っ
て
あ
る
い
は
そ
の
家
の
事
情
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
か
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
波
照
間
島
で
は
燐
鉱
労
働
者
の
宿
泊
施
設
と
し
て
の
収
入
も
入
っ
た
。
「
波
照
間
は
ふ
た
つ
の
会
社
の
民
宿
ざ
。
家
を
借
り
て
鉱
夫
を
入
れ
て
お
っ
た
。
鉱
夫
は
何
百
人
も
い
た
。
福
岡
か
ら
来
た
も
の
、
三
池
炭
鉱
と
か
、
沖
縄
本
島
や
宮
古
、
多
良
間
、
石
垣
の
人
が
い
た
。
台
湾
人
ま
で
も
い
た
。
各
家
み
ん
な
民
宿
」
（
勝
運
氏
）
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
カ
ツ
オ
船
に
乗
っ
て
い
た
勝
連
氏
が
熊
本
の
連
隊
に
入
隊
し
た
と
き
は
、
「
お
金
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
っ
た
か
ら
よ
・
軍
隊
で
よ
、
あ
ん
た
商
売
に
き
た
か
と
叱
ら
れ
た
」
と
い
う
。
勝
連
氏
の
入
隊
は
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
カ
ツ
オ
漁
と
燐
鉱
会
社
は
自
給
自
足
の
時
代
か
ら
、
島
を
急
速
に
貨
幣
経
済
の
島
に
変
え
た
。
し
か
も
、
経
済
的
に
豊
か
な
島
に
。
経
済
的
に
島
が
豊
か
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
資
本
を
必
要
と
す
る
カ
ツ
オ
漁
に
も
他
の
島
々
と
比
べ
て
取
り
組
み
や
す
い
と
い
う
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
カ
ツ
オ
漁
に
よ
る
収
入
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
波
照
間
の
人
は
カ
ツ
オ
釣
る
の
が
楽
し
み
で
、
あ
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で
は
、
カ
ツ
オ
漁
に
よ
る
儲
け
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
嵩
氏
に
よ
る
と
、
カ
ツ
オ
船
の
儲
け
で
、
（四）
瓦
葺
の
家
を
作
り
、
税
金
を
払
い
、
子
供
を
学
校
に
出
し
た
と
い
う
。
子
供
の
教
岑
自
費
の
問
題
は
大
き
か
っ
た
。
昭
和
三
○
年
代
は
子
供
た
ち
を
高
校
に
入
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
た
。
八
重
山
で
は
高
校
は
石
垣
島
に
し
か
な
か
っ
た
。
現
在
の
五
○
～
六
○
代
の
人
は
、
「
よ
く
親
が
自
分
た
ち
を
高
校
ま
で
出
し
て
く
れ
た
」
と
話
す
が
、
子
供
た
ち
の
教
育
費
の
捻
出
に
も
カ
ツ
オ
漁
は
貢
献
し
た
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
が
波
照
間
島
で
本
格
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
一
一
八
年
（
’
九
五
三
）
頃
か
ら
れ
で
ま
た
金
を
多
く
も
ら
え
る
ん
だ
」
と
勝
連
氏
は
い
う
。
カ
ツ
オ
漁
の
時
期
が
終
わ
る
と
親
睦
会
が
あ
り
、
そ
の
時
期の収益に応じて配当があった。「儲けがあればあったざ。個人個人の働きをみて、みんな配当金が
きたさ。（金額が）みんながみんな同じだったらもたないよ」と大嵩氏はいう。「カツオは金になったよ。
八
○
○
円
の
配
当
し
た
こ
と
あ
っ
た
。
あ
の
と
き
の
一
曰
の
労
賃
は
た
っ
た
一
円
で
す
よ
」
と
勝
連
氏
は
言
う
。
こ
の
金
額
は
戦
前
の
も
っ
と
も
よ
か
っ
た
時
期
の
配
当
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
一
曰
一
円
の
時
代
に
ご
曰
｜
円
の
労
賃
と
は
燐
鉱
会
社
の
労
賃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
、
多
分
四
～
五
ヶ
月
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
労
賃
が
八
○
○円とは高額である。
そして、戦後の食糧難を支えたのもカツオ漁だった。昭和一一六年二月一一曰の「南琉タイムス」によ
ると、同年の食糧危機では、カツオ漁による収益金で石垣市場、大浜から甘藷を購入して飢えをしの
い
で
い
た
と
い
う
。
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黒
島
は
、
周
囲
一
二
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
最
高
標
高
は
わ
ず
か
一
一
一
一
メ
ー
ト
ル
と
い
う
サ
ン
ゴ
礁
が
隆
起
し
て
で
み
や
さ
と
な
か
も
と
あ
が
り
す
じ
ほ
り
い
》
」
き
た
平
坦
な
島
で
あ
る
。
島
は
、
宮
里
・
仲
本
・
東
筋
・
保
里
・
伊
古
の
集
落
か
ら
な
る
。
黒
島
の
主
な
産
業
は
雷
屋
業
で
あ
っ
た
が
、
保
里
・
伊
古
の
両
集
落
で
は
漁
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
昭
和
三
○
年
代
、
保
里
部
落
の
人
々
は
波
照
間
島
や
石
垣
島
の
カ
ツ
オ
船
と
契
約
し
て
ザ
コ
捕
り
に
従
事
し
て
い
た
。
な
お
、
伊
古
部
落
は
糸
満
漁
民
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
集
落
で
あ
る
。
し
か
し
、
宮
良
氏
に
よ
る
と
、
「
あ
そ
こ
（
伊
古
集
落
を
指
す
》
筆
者
）
も
も
と
か
ら
の
ウ
ミ
ン
チ
ュ
で
は
あ
る
。
だ
け
ど
ザ
コ
捕
り
は
あ
そ
こ
の
人
は
あ
ま
り
や
ら
な
か
っ
た
」
と
語
る
。
当
時
、
ウ
ミ
ン
チ
ュ
で
あ
る
伊
古
の
人
々
は
ザ
コ
捕
り
以
外
の
漁
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
集
落
は
、
ザ
コ
捕
り
と
ザ
コ
捕
り
以
外
の
漁
と
住
み
分
け
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
伊
古
集
落
の
成
立
と
ジ
ャ
コ
ト
ゥ
イ
ヤ
ー
の
関
係
は
不
明
で
あ
り
、
ご
存
知
の
方
が
い
ら
し
た
ら
ご
教
示
願
い
た
い
。
で
あ
る
。
同
年
三
月
一
一
五
曰
の
「
八
重
山
毎
曰
」
に
は
、
「
孤
島
波
照
間
に
製
糖
熱
特
等
級
の
黒
糖
ば
か
り
」
と
い
う
見
出
し
で
、
「
鰹
王
国
と
い
わ
れ
た
絶
海
の
波
照
間
に
黒
糖
熱
が
興
っ
て
い
る
が
、
初
め
の
試
み
と
し
て
製
糖
農
連
に
搬
入
し
た
と
こ
ろ
何
れ
も
特
等
級
の
折
り
紙
を
つ
け
ら
れ
、
生
産
者
を
喜
ば
し
て
い
る
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
ている。４．
黒
島
の
ザ
コ
捕
り
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現
在
の
黒
島
は
三
○
○
○
頭
も
の
牛
を
有
し
、
墓
地
ま
で
が
牧
場
の
中
に
あ
る
と
い
う
ほ
ど
の
畜
産
の
島
で
あ
る
。
竹
富
町
で
唯
一
の
牛
の
セ
リ
市
場
も
こ
の
島
に
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
最
新
の
設
備
が
整
っ
て
い
る
。
し
か
し、本格的な牧畜はここ一一一○年くらいのことだという。昔は島全体が畑で、粟、イモ、ゴマ、大豆な
ど
を
作
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
琉
球
王
国
時
代
、
黒
島
の
人
々
は
西
表
島
に
通
っ
て
田
ん
ぼ
を
作
っ
て
い
た
。
通
耕
（、）
で
あ
る
。
し
か
し
、
米
で
人
頭
税
を
納
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
黒
島
で
は
人
頭
税
は
粟
で
納
め
て
い
た
。
で
は
、
黒
島
で
は
農
業
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
は
前
述
の
保
里
部
落
の
宮
良
氏
、
仲
本
み
や
よ
し
部
落
の
宮
良
哲
行
氏
（
昭
和
一
一
一
年
生
ま
れ
）
、
東
筋
部
落
の
船
道
憲
範
氏
（
昭
和
八
年
生
ま
れ
）
か
ら
お
聞
き
し
た
黒
島
の
農
業
で
あ
る
。
黒
島
は
河
川
が
無
く
、
土
質
は
雨
水
が
浸
透
し
や
す
く
、
波
照
間
島
と
同
じ
よ
う
に
水
に
苦
労
し
た
島
で
あ
る
。
か
つ
て
は
薄
い
表
土
に
雑
穀
と
イ
モ
を
栽
培
し
て
い
た
。
稲
作
は
で
き
な
い
。
畑
作
は
連
作
障
害
が
あ
る
の
で
一
年
間
休
ま
せ
た
り
、
粟
を
作
っ
て
か
ら
豆
、
そ
れ
か
ら
ゴ
マ
を
植
え
た
り
イ
モ
を
植
え
た
り
”
じ
ゅ
ん
ぐ
り
、
Ｃ
ゆ
ん
ぐ
り
“
だ
っ
た
と
い
う
。
肥
料
は
草
を
腐
ら
し
た
り
、
焼
い
た
り
し
て
肥
料
と
し
た
。
「
時
期
を
間
違
え
る
と
食
べ
る
も
の
が
な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
、
連
作
障
害
と
時
期
を
考
慮
し
な
が
ら
の
畑
作
だ
っ
た
。
粟
の
収
穫
前
に
イ
モ
や
豆
を
植
え
た
り
、
先
を
考
え
て
の
農
業
だ
っ
た
。
粟
は
パ
ラ
マ
キ
で
草
取
り
は
二
回
く
ら
い
し
た
。
粟
は
七
月
に
収
穫
す
る
が
、
揃
（１）黒島の農業
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っ
て
稔
ら
な
い
の
で
、
垂
れ
た
穂
だ
け
を
切
り
取
っ
た
。
イ
ラ
ナ
ー
と
い
う
カ
マ
の
小
さ
い
の
で
切
り
取
っ
た
の
で
労
（、）
力
が
か
か
っ
た
。
粟
の
収
穫
が
終
わ
る
と
豊
年
祭
に
な
る
。
一
［
豆
も
豊
年
祭
前
ま
で
に
収
穫
し
、
豊
年
祭
に
は
そ
れ
で
ぜ
ん
ざ
い
を
作
っ
て
振
舞
っ
た
。
粟
の
後
に
ゴ
マ
を
蒔
き
、
’
○
月
く
ら
い
に
収
穫
す
る
。
ゴ
マ
は
堅
い
殻
に
入
っ
て
い
る
の
で
台
風
が
来
て
も
心
配
な
い
。
大
豆
は
五
月
に
作
付
け
し
、
八
月
に
収
穫
し
た
。
豆
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
ら
そ
の
あ
と
に
も
イ
モ
を
植
え
た
。
イ
モ
は
主
食
で
、
夕
方
に
な
る
と
ど
こ
の
家
か
ら
も
イ
モ
を
石
の
器
で
洗
う
音
が
聞
え
（皿）
て
き
た
と
い
う
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
玉
ね
ぎ
な
ど
の
換
金
作
物
栽
培
も
行
わ
れ
た
が
、
白
雨
終
的
に
は
採
算
が
取
れ
な
か
つ
表土の浅い小さな島では農業の生産量にも限りがあった。そのため黒島の人々はさまざまなカセギ
を
し
て
生
計
を
た
て
て
い
た
。
ま
ず
、
物
物
交
換
に
よ
る
カ
セ
ギ
が
あ
っ
た
。
粟
を
作
っ
て
米
と
の
物
物
交
換
は
よ
く
（羽）
行
わ
れ
た
。
船
道
氏
に
よ
る
と
他
島
と
の
物
物
交
換
は
個
人
レ
ベ
ル
で
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
ゴ
マ
が
た
く
さ
ん
で
き
黒
島
の
中
で
も
保
里
部
落
の
農
地
は
少
な
く
、
人
々
は
半
農
半
漁
の
生
活
だ
っ
た
。
海
人
草
採
り
や
高
瀬
貝
を
採
る
船に乗り込んだり、農業の手の空く夏の三～四ヶ月間はザコ捕りをした。保里部落の人がザコ捕りに
従
事
し
た
の
は
、
彼
ら
が
ウ
ミ
ン
チ
ュ
で
あ
っ
た
こ
と
、
ザ
コ
捕
り
が
保
里
部
落
の
農
業
暦
に
合
っ
て
い
た
こ
と
、
島
の
周
囲
に
ザ
コ
の
ス
（
ヤ
ナ
）
の
あ
る
リ
ー
フ
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
た、という。
（２）黒島の人々のカセギ
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た
と
ぎ
は
ゴ
マ
油
を
作
り
、
個
人
で
小
浜
島
に
行
っ
て
米
と
交
換
し
て
き
た
。
ゴ
マ
油
を
一
○
斗
缶
く
ら
い
持
っ
て
い
（型）
け
ば
一
○
俵
く
ら
い
の
籾
俵
に
な
っ
た
と
い
う
。
特
に
黒
島
の
粟
酒
は
物
物
交
換
に
用
い
ら
れ
た
。
「
粟
酒
は
お
米
と
交
換
し
た
。
西
表
に
も
行
く
し
、
小
浜
に
も
行
く
し
、
白
保
あ
た
り
に
も
知
り
合
い
が
お
る
な
ら
、
ま
た
白
保
あ
た
り
の
人
と
交
換
し
て
。
一
斗
甕
に
入
れ
て
酒
を
も
っ
て
い
け
ば
米
が
貰
え
る
、
現
金
で
は
な
く
て
物
物
交
換
よ
・
基
準
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
船
道
氏
は
い
う
。
黒
島では各家で粟酒を作っていた。家で粟をふかして藁を被せ、麹を混ぜ、酒屋でカマを借りて蒸留した。
カ
マ
賃
は
で
き
た
粟
酒
で
払
っ
た
。
で
き
た
粟
酒
は
水
を
溜
め
る
大
き
い
甕
に
入
れ
た
。
だ
が
、
多
く
蓄
え
て
お
く
と
い
う
余
裕
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
「
生
活
が
苦
し
い
か
ら
す
ぐ
に
売
り
に
行
く
ん
で
す
よ
。
作
っ
た
人
が
め
い
め
い
で
、
運
搬
船
が
あ
り
ま
す
か
ら
よ
・
あ
れ
は
闇
だ
か
ら
ね
、
税
関
に
お
さ
え
ら
れ
る
ん
だ
か
ら
。
隠
れ
て
売
り
に
い
っ
た
は
ず
よ
、
夜
の
一
一
時
頃
売
り
さ
ば
き
を
や
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
宮
良
氏
は
言
う
。
粟
酒
は
単
な
る
物
物
交
換
で
は
な
か
っ
た
。
闇
酒
で
あ
る
。
昭
和
二
二
年
七
月
一
四
曰
の
「
海
南
時
報
」
に
よ
る
と
、
黒
島
酒
は
同
年
（
一
九
四
七
）
七
月
（お）
一
一
一
曰
付
け
で
島
外
移
出
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
宮
良
氏
も
「
粟
酒
は
戦
後
、
あ
れ
が
ひ
と
つ
の
金
に
変
え
る
あ
れ
で
み
や
よ
し
は
あ
っ
た
よ
。
そ
う
と
う
何
年
か
、
十
何
年
か
、
盛
ん
に
や
っ
て
お
っ
た
時
代
が
あ
っ
た
よ
」
と
い
う
。
宮
良
氏
に
よ
る
と
粟
酒
の
密
売
は
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
戦
後
の
特
殊
な
カセギといえよう。
男
性
に
は
海
で
の
カ
セ
ギ
が
あ
っ
た
。
明
治
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
夜
光
貝
や
高
瀬
貝
な
ど
の
貝
捕
り
と
海
人
草
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捕
り
、
そ
し
て
カ
ツ
オ
の
エ
サ
と
な
る
ザ
コ
捕
り
で
あ
る
。
海
人
草
は
ナ
ッ
サ
ラ
ー
と
い
う
虫
下
し
に
使
わ
れ
る
薬
草
で
あ
る
。
宮
良
氏
に
よ
る
と
、
「
海
人
草
切
り
に
行
く
よ
－
っ
て
募
集
す
る
か
ら
ね
。
何
一
○
名
の
乗
組
員
を
、
潜
り
の
人
を
募
集
し
て
船
団
組
ん
で
い
く
わ
け
さ
」
と
い
う
。
保
里
部
落
の
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
東
筋
部
落
な
ど
か
ら
も
い
っ
た
と
聞
く
。
宮
良
氏
に
よ
る
と
、
宮
古
地
方
か
ら
や
っ
て
き
た
人
も
い
て
、
船
は
島
々
の
人
々
の
寄
り
集
ま
り
だ
っ
た
と
い
う
。
以
下
、
海
人
草
捕
り
も
や
っ
た
と
い
う
宮
良
氏
に
よ
る
。
台
湾
か
ら
ず
っ
と
南
の
ホ
ル
ク
ッ
と
い
う
小
さ
な
島
を
中
心
に
海
人
草
捕
り
の
作
業
は
行
わ
れ
た
。
本
船
は
サ
バ
ニ
を
三
艘
伴
っ
て
い
く
。
本
船
に
は
船
長
以
下
、
副
船
長
、
会
計
、
機
関
長
な
ど
の
幹
部
と
乾
燥
役
を
合
わ
せ
て
七
～
八
名
は
乗
っ
て
い
た
。
ま
た
、
三
艘
の
サ
パ
ニ
に
は
責
任
者
が
い
て
、
こ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
五
人
く
ら
い
の
潜
り
の
人
が
い
た
。
合
計
で
三
○
人
近
い
人
だ
っ
た
。
潜
る
人
は
毎
曰
の
よ
う
に
朝
早
く
起
き
て
、
弁
当
を
持
っ
て
曰
暮
れ
ま
で
海
人
草
を
採
る
。
陸
で
は
乾
燥
す
る
人
が
海
人
草
を
太
陽
に
干
し
て
カ
ラ
カ
ラ
に
し
て
袋
詰
め
に
し
た
。
夕
方
、
捕
っ
た
海
人
草
を
陸
に
降
ろ
し
、
乾
い
た
海
人
草
を
母
船
に
詰
め
る
。
約
五
○
曰
す
る
と
船
が
満
船
に
な
る
の
で
石
垣
に
引
き
上
げ
た
。
海
人
草
捕
り
は
前
金
制
だ
っ
た
が
、
儲
け
は
そ
の
人
の
実
力
（お）
によって異なった。
高
瀬
貝
は
ボ
タ
ン
を
作
る
貝
で
あ
る
。
貝
捕
り
の
ほ
う
が
海
人
草
よ
り
儲
け
は
よ
か
っ
た
と
い
う
。
子
供
や
き
ょ
う
だ
い
の
教
育
費
を
稼
ぐ
た
め
保
里
部
落
の
人
ば
か
り
で
な
く
東
筋
部
落
の
人
も
貝
捕
り
に
雇
わ
れ
て
い
っ
た
。
海
人
草
を
捕
る
海
と
高
瀬
貝
を
捕
る
海
は
異
な
る
。
石
垣
島
か
ら
船
を
出
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ま
で
大
き
い
船
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が
小
さ
い
船
を
引
い
て
い
っ
た
。
大
き
い
船
は
浅
瀬
に
行
け
な
い
た
め
、
小
さ
い
船
が
一
ヶ
月
、
二
ヶ
月
と
か
け
て
貝
を
捕
っ
た
。
海
人
草
捕
り
と
貝
捕
り
は
一
年
中
あ
っ
た
の
で
、
年
に
何
回
も
行
く
人
が
い
た
。
仕
事
は
き
つ
く
食
糧
事
情
も
悪
く
脚
気
に
な
っ
た
人
も
い
た
が
、
い
い
儲
け
だ
っ
た
の
で
黒
島
で
は
一
○
回
く
ら
い
行
っ
た
人
も
い
た
と
い
う
。
海
の
カ
セ
ギ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
カ
セ
ギ
が
あ
っ
た
。
宮
良
氏
は
二
○
歳
の
頃
、
由
布
島
に
住
ん
で
い
た
黒
島
の
人
の
田
ん
ぼ
で
一
曰
に
籾
の
何
升
と
い
う
手
間
で
、
刈
取
り
や
収
穫
の
加
勢
を
し
に
行
っ
た
こ
と
あ
る
と
い
う
。
タ
ビ
カ
セ
ギ
と
い
っ
て
、
八
重
山
か
ら
さ
ら
に
遠
く
は
な
れ
た
与
那
国
や
那
覇
に
カ
セ
ギ
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
終
戦
直
後
の
与
那
国
や
那
覇
は
景
気
が
よ
か
っ
た
た
め
、
黒
島
で
は
女
性
た
ち
も
こ
れ
ら
の
島
々
に
タ
ビ
カ
セ
ギ
に
出
た
。
し
か
し
上
述
し
た
こ
れ
ら
の
カ
セ
ギ
は
不
安
定
な
も
の
で
あ
り
、
収
入
も
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
点
、
島
に
い
て
農
業
を
し
な
が
ら
で
き
る
ザ
コ
捕
り
の
仕
事
は
毎
年
一
定
の
現
金
収
入
を
も
た
ら
し
た
。
明
治
四
三
年
（
一
九
一
○
）
八
月
一
一
○
曰
の
「
沖
縄
毎
曰
」
に
は
、
「
四
ヶ
村
を
以
っ
て
根
拠
地
と
し
四
、
五
海
里
乃
至
一
一
一
、
三
海
里
の
沿
岸
に
於
て
盛
ん
に
営
業
し
餌
料
た
る
雑
魚
は
附
近
に
住
所
を
有
す
る
糸
満
人
と
契
約
し
て
此
の
供
給
を
仰
ぎ
た
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
当
時
は
四
ヶ
字
付
近
に
居
住
す
る
糸
満
人
に
よ
っ
て
ザ
コ
捕
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
勝
連
氏
も
、
「
あ
あ
、
糸
満
人
が
責
任
者
し
て
た
。
頼
め
ば
よ
、
教
育
し
な
い
子
供
、
沖
縄
の
ヤ
ン
バ
ル
の
子
供
買
っ
て
き
て
、
自
分
が
エ
サ
取
り
に
使
う
わ
け
よ
」
と
い
う
。
糸
満
系
漁
民
の
漁
は
泳
ぎ
や
潜
（３）黒島のザコ捕り
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りの達者な若い労働力が必要とされ、そのため少年を年季奉公で買う制度があった。イチマンウイ（糸
（刀）
満売り）である。しかし、この制度はアメリカ統治下の琉球政府によって禁止され、昭和一一一一年（一
九五六）には法的処置がとられるようになった〔石垣市史編集委員会一九九四六一一一八〕。
では、ザコにはどのような種類の魚があったのだろうか。以下、『宮古八重山郡漁業調査書』〔二
三～’一四〕による。大正一一年（’九一一一一）、八重山では、グルクン、アカジャコ、ハタラ、キピジ
ャコ、シイラ（シイラグア）、ガッン、スルルなどがカツオ漁のエサとなるザコであった。この資料
に
は
黒
島
沿
岸
で
捕
獲
さ
れ
る
ザ
コ
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
隣
り
の
島
で
あ
る
小
浜
島
を
根
拠
と
し
た
カ
ツ
オ
（羽）
船
は
、
五
月
に
シ
イ
ラ
、
一
ハ
月
に
ア
カ
ジ
ャ
コ
と
ガ
ッ
ン
、
七
月
に
グ
ル
ク
ン
を
餌
料
と
し
て
い
た
と
い
う
。
ガ
ッ
ン
及
び
キ
ピ
ナ
ゴ
は
餌
魚
と
し
て
最
も
適
し
て
い
る
が
、
ガ
ッ
ン
が
少
い
の
が
遺
憾
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ザコ捕りは網を持って潜っていって被せておき、被せた上にザコが集まったら潜って網を引き上げ
る。「糸満人じゃないとできない。石垣の人はできないよ」と勝連氏はいうが、「黒島の人はやった。
黒島の人でザコ捕りの大将なんかもおった。ふたりくらい、親方になった人で金儲けした人もおった」
（羽）
と
い
う
。
勝
連
氏
に
よ
る
と
、
黒
島
の
人
は
糸
満
の
人
か
ら
や
り
方
を
教
え
ら
れ
て
ザ
コ
捕
り
を
覚
え
た
と
い
う
。
黒
島
で
は
主
に
保
里
部
落
の
人
々
が
波
照
間
の
ザ
コ
捕
り
を
引
き
受
け
て
い
た
。
保
里
部
落
の
宮
良
氏
は
、
「
あ
の
頃
は
い
い
儲
け
だ
っ
た
よ
」
と
何
回
も
繰
り
返
し
て
語
る
。
確
か
に
黒
島
の
人
々
に
と
っ
て
は
い
い
収
入
に
な
っ
た
が
、
こ
のザコの費用の捻出も波照問島のカツオ漁の衰退の一因となった。
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ザコの捕れる場所は一般にヤナといった。『石垣市史」によると、主なヤナは、石垣島と竹富島の問、
名
蔵
沖
、
川
平
沖
、
小
浜
島
沖
、
黒
島
沖
、
御
願
崎
沖
、
屋
良
部
崎
沖
で
あ
っ
た
。
勝
連
氏
に
よ
る
と
、
小
浜
島
の
前
や
黒
島
や
新
城
の
近
く
、
ま
た
小
浜
島
の
東
の
方
と
竹
富
島
と
の
間
に
リ
ー
フ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
リ
ー
フ
の
中
に
は
ザ
コ
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
保
里
・
伊
古
の
両
部
落
は
小
浜
島
・
竹
富
島
・
石
垣
島
側
の
海
岸
沿
い
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
（釦）
両
部
落
は
ザ
コ
の
集
ま
る
ヤ
ナ
に
面
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
『
石
垣
市
史
』
に
よ
る
と
ザ
コ
捕
り
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。
漁
の
前
曰
に
目
の
細
か
い
モ
ジ
ア
ミ
を
ジ
ャ
コ
ー
ヤ
ナ
（
ザ
コ
の
ス
》
筆
者
）
に
被
せ
て
お
く
。
ザ
コ
は
夜
に
な
る
と
餌
を
求
め
て
外
に
行
き
、
夜
明
け
と
と
も
に
ジ
ャ
コ
ー
ヤ
ナ
に
戻
っ
て
く
る
の
で
、
そ
れ
を
見
計
ら
っ
て
い
っ
き
に
網
を
引
き
揚
げ
る
〔
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
一
九
九
四
六
二
七
〕
・
宮
良
氏
は
二
○
歳
の
と
き
か
ら
五
～
六
年
間
、
ザ
コ
捕
り
に
従
事
し
て
い
た
。
昭
和
三
○
年
か
ら
三
六
年
頃
（
’
九
五
五
～
一
九
六
一
）
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
宮
良
氏
の
語
り
を
中
心
に
保
里
部
落
の
ザ
コ
捕
り
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
ザ
コ
捕
り
は
三
○
メ
ー
ト
ル
も
潜
る
大
変
き
つ
い
仕
事
だ
っ
た
と
い
う
。
海
辺
で（釦）
育
っ
た
保
里
部
落
の
人
は
潜
り
が
上
手
だ
っ
た
が
、
他
の
部
落
の
人
に
は
｝
」
の
仕
事
は
で
き
な
か
っ
た
と
氏
は
い
う
。
ザ
コ
捕
り
は
夜
明
け
前
に
は
出
発
し
た
。
「
頼
ま
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
ね
。
波
照
問
の
船
は
夜
中
か
ら
出
発
し
て
、
夜
が
明
け
る
頃
に
は
も
う
エ
サ
籠
に
着
い
て
い
る
ん
だ
か
ら
」
と
い
う
。
氏
に
よ
る
と
ザ
コ
捕
り
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た。
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捕
っ
た
ザ
コ
は
竹
で
作
っ
た
籠
に
入
れ
た
。
籠
を
浮
か
し
て
生
寶
に
し
て
お
く
と
、
朝
早
く
、
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
船
が
来
て
ザ
コ
を
詰
め
込
ん
で
沖
に
出
発
し
た
。
氏
は
ザ
コ
捕
り
の
仕
事
を
「
大
変
難
儀
の
仕
事
で
も
あ
っ
た
よ
」
と
い
う
が
、
「
人
に
頼
ま
れ
て
い
い
儲
け
を
し
て
る
ん
だ
か
ら
ね
」
と
も
い
う
。
ザ
コ
捕
り
が
黒
島
の
人
に
と
っ
て
は
よ
い
収
入
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
船
で
た
ぐ
る
人
が
二
人
、
海
に
も
ぐ
る
人
が
一
一
人
、
い
ろ
い
ろ
な
網
を
引
き
上
げ
る
人
が
一
一
人
で
、
六
～
七
名
で
で
き
る
ん
で
す
よ
。
サ
バ
ニ
は
一
艘
で
七
名
く
ら
い
載
っ
て
、
あ
ん
な
で
っ
か
い
籠
を
ふ
た
つ
も
載
せ
て
、
そ
う
と
う
力
の
あ
る
サ
バ
ニ
で
な
い
と
で
き
な
い
。
小
さ
い
も
の
じ
ゃ
で
き
な
い
ん
で
す
。
あ
の
頃
は
裸
も
ぐ
り
で
す
か
ら
ね
。
息
を
吸
い
込
ん
で
こ
～
一
一
一
分
も
ず
－
つ
と
い
て
、
網
を
は
ず
し
た
り
し
て
、
珊
瑚
に
か
か
る
網
を
は
ず
さ
ん
と
網
が
破
れ
て
エ
サ
捕
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
網
と
い
う
の
は
、
｜
ヶ
所
、
毛
布
よ
り
ち
ょ
っ
と
大
き
い
く
ら
い
の
一
部
分
ね
、
細
か
い
網
を
付
け
と
く
ん
で
す
よ
。
ザ
コ
が
洩
れ
な
い
よ
う
に
細
か
い
網
が
あ
る
わ
け
さ
。
網
を
引
き
上
げ
て
、
細
か
い
と
こ
ろ
に
寄
せ
て
、
網
の
ま
ま
持
っ
て
き
て
、
こ
う
籠
を
傾
け
て
か
ら
ね
、
ち
ょ
っ
と
の
っ
か
か
っ
て
、
沈
ま
し
て
か
ら
こ
れ
を
移
す
ん
で
す
。
こ
れ
を
何
回
も
や
っ
て
フ
タ
カ
ゴ
と
か
捕
っ
た
ら
家
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ
け
れ
ど
、
捕
れ
な
い
場
合
も
あ
っ
た
り
し
て
よ
、
大
変
難
儀
の
仕
事
で
も
あ
ったよ◎
濠
１F二二）
明治大正時代のエサ入れの絵
太田正議氏画・八重山博物館蔵
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か
る
・
「
捕
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
も
う
仕
方
な
い
か
ら
捕
れ
る
ま
で
波
照
間
の
船
に
待
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
「
大
事
業
だ
か
ら
迷
惑
を
か
け
て
な
ら
な
い
も
ん
だ
か
ら
、
エ
サ
捕
り
の
責
任
者
は
が
ん
ば
ら
ん
と
な
らんわけさ」と宮良氏は語る。この一一一一口葉にはザコ捕りがカツオ漁という事業における契約仕事であっ
た
と
い
う
自
覚
と
責
任
感
が
表
れ
て
い
る
。
以
下
、
宮
良
氏
に
よ
る
。
ザ
コ
取
り
の
グ
ル
ー
プ
は
保
里
部
落
で
は
四
団
体
く
ら
い
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
責
任
者
が
決
ま
っ
て
い
て
、
石
頂
一
や
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
船
と
契
約
を
し
て
い
た
。
普
通
、
カ
ツ
オ
漁
は
新
暦
の
五
～
九
月
以
内
だ
っ
た
が
、
石
垣
は
六
ヶ
月
間
も
や
っ
て
い
た
。
波
照
問
島
は
三
ヶ
月
半
か
ら
四
ヶ
月
く
ら
い
だ
っ
た
。
「
あ
そ
こ
も
ま
た
半
農
半
漁
だ
か
ら
。
は
や
く
引
き
上
げ
た
ん
で
し
ょ
う
な
。
石
垣
は
本
業
だ
か
ら
秋
カ
シ
オ
が
釣
れ
る
ま
で
半
年
も
や
る
人
も
お
り
ま
し
た
よ
」
と
い
う
。
ザ
コ
捕
り
の
契
約
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
宮
良
氏
に
よ
る
と
、
ザ
コ
が
毎
曰
一
定
量
捕
れ
な
け
れ
ば
カ
ツ
オ
漁
は
行
え
な
い
。
ザ
コ
の
い
る
ス
（
ヤ
ナ
の
こ
と
）
は
点
々
と
し
か
な
い
の
で
、
責
任
者
と
い
う
の
は
ど
こ
に
ザ
コ
の
ス
が
あ
る
の
か
を
熟
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
カ
ツ
オ
漁
の
船
主
は
信
用
の
で
き
る
人
を
責
任
者
と
し
て
頼
ん
だ
と
い
う
。
「
誰
々
は
で
き
そ
う
な
人
だ
と
波
照
問
島
で
も
石
垣
で
も
聞
い
て
い
ま
す
か
ら
ね
」
と
宮
良
氏
は
い
う
。
石
垣
に
は
八
重
山
の
カ
ツ
オ
漁
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
集
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
月
に
何
百
万
と
い
っ
て
契
約
し
た
。
月
三
○
○
万
で
引
き
受
け
ま
す
か
っ
て
、
契
約
す
る
ん
だ
」
と
宮
良
氏
は
語
る
。
ザ
コ
捕
り
の
契
約
の
値
段
は
実
力
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
。
い
い
ヤ
ナ
を
巡
っ
て
は
ザ
コ
ー
ト
ォ
ー
ヤ
ー
の
大
将
た
ち
が
石
垣
に
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集
ま
り
く
じ
引
き
で
決
め
た
と
い
う
話
は
し
ば
し
ば
聞
く
。
昭
和
三
○
年
四
月
一
七
曰
の
「
八
重
山
新
報
」
に
よ
る
と
、
。
昨
曰
は
各
船
の
餌
取
り
責
任
者
で
餌
穴
の
抽
選
を
行
い
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
同
記
事
に
よ
る
と
穴
は
一
番
穴
か
ら
三
番
穴
ま
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
同
記
事
に
は
、
「
鰹
漁
の
大
漁
不
漁
は
餌
の
出
来
、
不
出
来
と
関
係
が
あ
り
、
餌
の
出
来
、
不
出
来
は
餌
取
り
の
努
力
に
も
よ
る
が
、
餌
穴
の
良
、
不
良
に
よ
る
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
而
も
石
垣
島
、
西
表
島
近
海
に
於
け
る
、
餌
穴
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
居
り
、
其
の
良
、
不
良
も
番
付
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
黒
島
の
人
々
は
ザ
コ
捕
り
に
必
要
な
資
材
も
石
垣
か
ら
買
い
求
め
た
。
網
も
、
網
に
塗
る
動
物
の
血
も
石
垣
の
業
者
か
ら
買
い
入
れ
た
。
昔
の
網
は
木
綿
網
だ
っ
た
た
め
、
水
分
を
含
ま
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
豚
や
牛
の
血
で
染
め
て
い
（鉈）
た
。
石
垣
で
は
豚
や
牛
の
血
を
腐
ら
し
た
も
の
を
一
斗
缶
に
詰
め
て
一
元
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
主
に
昭
和
二
○
～
’
’
’
○
年
代
の
波
照
間
島
と
黒
島
の
カ
ツ
オ
漁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
共
に
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
地
図
を
製
作
し
た
い
。
さ
ら
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
成
立
し
え
た
か
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
述
べ
た
い
。
５
．
ま
と
め
と
し
て
》
波
照
間
島
と
黒
島
の
カ
ツ
オ
漁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
察
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石
垣
島
は
八
重
山
の
カ
ツ
オ
漁
に
関
す
る
情
報
・
資
本
・
資
材
・
流
通
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
波
照
間
島
で
も
カ
ツ
オ
漁
に
必
要
な
資
本
や
資
材
や
情
報
は
石
垣
に
求
め
た
。
ま
た
、
出
来
上
が
っ
た
カ
ツ
オ
節
は
石
垣
の
問
屋
を
通
し
て
曰
本
全
国
に
売
ら
れ
て
い
っ
た
。
カ
ツ
オ
節
製
造
で
は
薪
を
毎
曰
燃
や
す
。
波
照
間
島
に
は
カ
ツ
オ
節
製
造
に
使
用
で
き
る
ほ
ど
の
薪
は
な
い
。
薪
は
西
表
島
か
ら
仕
入
れ
て
い
た
。
薪
を
専
門
に
扱
う
業
者
が
西
表
島
に
は
い
た
と
い
う
。
波
照
問
島
で
カ
ツ
オ
漁
の
始
っ
た
頃
は
、
カ
ツ
オ
船
は
石
垣
の
問
屋
か
ら
内
地
の
船
を
買
っ
た
と
も
い
う
が
、
カ
ツ
オ
漁
が
盛
ん
に
な
る
と
石
垣
に
あ
っ
た
造
船
所
に
注
文
し
、
そ
の
材
木
は
西
表
島
か
ら
調
達
し
た
。
波
照
間
島
で
は
カ
ツ
オ
漁
の
エ
サ
と
な
る
ザ
コ
を
黒
島
の
保
里
部
落
か
ら
買
っ
た
。
漁
の
期
間
を
と
お
し
て
契
約
を
し
た
の
で
あ
る
。
黒
島
の
人
々
の
利
用
し
た
ザ
コ
の
ス
は
黒
島
と
小
浜
島
の
間
の
ヤ
ナ
で
あ
っ
た
。
黒
島
の
ザ
コ
ー
ト
ォ
ー
ヤ
ー
は
情
報
だ
け
で
な
く
、
ザ
コ
捕
り
の
資
材
な
ど
も
石
垣
か
ら
購
入
し
て
い
た
。
以
上
か
ら
、
得
能
壽
美
『
近
世
八
重
山
の
民
衆
生
活
史
』
に
掲
載
さ
れ
た
数
々
の
通
耕
地
図
を
倣
っ
て
、
「
波
照
間
島
と
黒
島
の
カ
ツ
オ
漁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
地
図
（
昭
和
二
○
～
三
○
年
代
）
」
を
製
作
し
た
。
（
１
）
カ
ツ
オ
漁
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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波照問島と黒島のカツオ漁ネットワーク地図（昭和20～30年代）
□ 
急邇、ニニモ
彗濟三雲≦籍し
こつ＞｜＜つ
＊地図は得能壽美『近世八重山の民衆生活史一石西礁湖をめぐる海と島々
のネットワーク』に掲載された通耕地図を基に製作したものである。
＊ザコのいるリーフは黒島保里部落の人が使用したリーフのみ記した。
な
ぜ
波
照
問
島
で
カ
ツ
オ
漁
が
盛
ん
に
な
り
、
黒
島
（
保
里
部
落
で
あ
る
が
）
で
は
ザ
コ
捕
り
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
うか。波照
間
島
で
カ
ツ
オ
漁
が
盛
ん
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る。①波
照
間
島
は
遠
隔
の
地
で
あ
る
た
め
部
落
の
人
々
の
絆
は
特
に
強
い
。
同
島
で
は
カ
ツ
オ
漁
の
組
合
と
部
落
共
同
体
が
ほ
と
ん
ど
結
び
つ
い
て
い
て
、
カ
ツ
オ
漁
に
対
す
る
取
り
組
み
も
統
制
が
取
れ
（
２
）
カ
ツ
オ
漁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
ｌ
波
照
間
と
黒
島
の
事
例
か
ら
Ｉ
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② ④ 戦
後
も
波
照
間
島
で
は
カ
ツ
オ
漁
が
興
隆
し
た
が
、
黒
島
（
保
里
部
落
）
で
は
カ
ツ
オ
漁
で
は
な
く
ザ
コ
捕
り
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
こ
の
違
い
は
何
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
①
保
里
部
落
の
人
が
ザ
コ
捕
り
に
従
事
し
た
の
は
、
彼
ら
が
ウ
ミ
ン
チ
ュ
で
あ
っ
た
こ
と
、
波
照
間
島
の
漁
船
の
ザ
コ
捕
り
が
半
農
半
漁
の
保
里
部
落
の
農
業
暦
に
合
っ
て
い
た
た
め
。
②
黒
島
は
石
垣
島
に
近
い
た
め
、
波
照
間
島
と
比
べ
て
さ
ま
ざ
ま
な
カ
セ
ギ
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
自
分
た
ち
で
力
③ 
”
夏
は
カ
ツ
オ
漁
、
冬
は
農
業
“
と
い
う
半
農
半
漁
の
生
業
シ
ス
テ
ム
が
確
立
で
き
て
い
た
。
こ
れ
は
カ
ツ
オ
漁
の
組
合
と
部
落
共
同
体
が
ほ
と
ん
ど
結
び
つ
い
て
い
た
た
め
調
節
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
八
重
山
の
中
心
で
あ
る
石
垣
島
か
ら
遠
い
と
い
う
位
置
的
特
徴
。
波
照
間
島
は
遠
隔
の
地
に
あ
る
た
め
、
石
垣
島
に
カ
セ
ギ
に
い
け
な
い
、
近
隣
の
島
々
に
物
々
交
換
や
売
買
に
も
い
け
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
他
の
島
よ
り
も
切
実
に
自
ら
の
産
業
を
持
つ
必
要
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
島
々
に
比
べ
て
、
「
中
心
の
島
」
で
あ
る
石
垣
島
に
「
遠
い
島
」
と
い
う
波
照
間
島
の
特
徴
が
カ
ツ
オ
漁
の
興
隆
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
昭
和
初
期
で
は
あ
る
が
、
カ
ツ
オ
漁
や
農
業
以
外
に
も
燐
鉱
採
掘
に
よ
っ
て
島
は
潤
っ
て
い
た
の
で
、
他
の
島
よ
り
も
カ
ツ
オ
漁
に
対
し
て
資
本
投
下
が
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ていた・
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付記本
稿
は
比
較
民
俗
研
究
会
（
佐
野
賢
治
代
表
）
主
催
の
「
’
○
○
回
記
念
研
究
会
」
（
二
○
○
九
年
神
奈
川
大
学
）
に
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
八
重
山
で
は
そ
の
島
々
の
特
徴
を
生
か
し
た
生
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
決
し
て
米
や
雑
穀
栽
培
を
主
と
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
”
時
期
、
時
期
の
農
業
“
と
さ
ま
ざ
ま
な
”
カ
セ
ギ
“
と
言
う
モ
ザ
イ
ク
模
様
の
生
業
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
島
は
モ
ザ
イ
ク
模
様
の
生
業
を
基
盤
と
し
て
、
島
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
依
存
し
あ
い
な
が
ら
生
計
を
立
て
て
い
た
。
従
来
は
「
高
い
島
」
・
「
低
い
島
」
問
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
、
「
中
心
と
な
る
島
」
の
近
く
に
位
置
す
る
「
近
い
島
」
と
遠
く
に
位
置
す
る
「
遠
い
島
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
指
摘
し
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
し
た
。
自
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
「
中
心
と
な
る
島
」
も
ま
た
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
④③ 
ツ
オ
漁
な
ど
の
産
業
を
興
す
よ
り
、
ザ
コ
捕
り
や
外
で
の
カ
セ
ギ
の
ほ
う
が
て
っ
と
り
ば
や
か
っ
た
。
畑
作
の
み
の
小
さ
な
島
な
の
で
カ
ツ
オ
漁
を
大
規
模
に
行
う
資
本
の
蓄
積
が
無
か
っ
た
。
黒
島
の
周
囲
に
ザ
コ
の
い
る
リ
ー
フ
が
あ
っ
た
。
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謝
辞
み
や
よ
し
波
照
間
島
の
勝
連
文
雄
氏
、
崎
山
千
代
氏
、
大
嵩
安
昇
氏
黒
島
の
宮
良
当
成
氏
、
宮
良
哲
行
氏
、
船
道
憲
範
氏
を
は
じ
め
、
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
調
査
の
便
宜
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
《参考文献》
安
渓
遊
地
編
著
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
沖
縄
県
農
林
水
産
行
政
史
編
集
委
員
会
法
人
農
林
統
計
協
会
沖
縄
県
農
林
水
産
行
政
史
編
集
委
員
会
ま
た
、
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
稿
の
エ
サ
入
れ
の
籠
の
図
は
八
重
山
博
物
館
蔵
の
太
田
正
議
氏
の
絵
「
明
治
・
大
正
時
代
の
カ
ツ
オ
節
製
造
工
場
で
使
用
さ
れ
た
器
具
な
ど
」
に
描
か
れ
た
一
部
で
す
。
さ
ら
に
、
カ
ツ
オ
漁
の
資
料
に
つ
い
て
助
言
し
て
く
だ
さ
っ
た
『
沖
縄
文
化
研
究
』
編
集
委
員
会
の
先
生
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ます。
会
二
○
○
七
年
一
九
九
四
年
一
九
八
三
年
一
九
九
○
年
『
沖
縄
県
農
林
水
産
行
政
史
第
八
・
九
巻
』
財
団
法
人
農
林
統
計
協
『
西
表
島
の
農
耕
文
化
海
上
の
道
の
再
発
見
』
法
政
大
学
出
版
局
『
石
垣
市
史
各
論
編
民
俗
上
』
石
垣
市
『
沖
縄
県
農
林
水
産
行
政
史
第
十
七
巻
水
産
業
資
料
編
Ｉ
』
財
団
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得
能
壽
美
二
○
○
七
年
『
近
世
八
重
山
の
民
衆
生
活
史
１
石
西
礁
湖
を
め
ぐ
る
海
と
島
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
椿
樹
書
林
野
原
全
勝
一
九
八
二
年
「
波
照
間
島
の
漁
業
」
『
波
照
間
島
調
査
報
告
書
地
域
研
究
シ
リ
ー
ズ
伽
３
』
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所
増
田
昭
子
二
○
○
七
年
『
雑
穀
を
旅
す
る
Ｉ
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
原
点
ｌ
』
吉
川
弘
文
館
宮
良
高
弘
一
九
七
二
年
『
波
照
間
島
民
俗
誌
」
木
耳
社
竹
富
町
史
編
集
委
員
会
町
史
編
集
室
竹
富
町
史
編
集
委
員
会
町
史
編
集
室
加屋本正一
小
林
茂
古
谷
野
洋
子
通
事
孝
作
南
山
舎
会
一
九
七
七
年
二
○
○
三
年
二
○
一
○
年
一九九四年
二
○
○
一
年
二
○
○
三
年
『
波
照
間
島
』
私
家
版
『
農
耕
・
景
観
・
災
害
Ｉ
琉
球
列
島
の
環
境
史
ｌ
』
第
一
書
房
「
波
照
間
島
の
農
耕
文
化
」
『
比
較
民
俗
研
究
二
四
』
比
較
民
俗
研
究
『
竹
富
町
史
第
二
巻
資
料
編
新
聞
集
成
第
１
』
竹
富
町
役
場
『
竹
富
町
史
第
二
巻
資
料
編
新
聞
集
成
第
Ⅳ
』
竹
富
町
役
場
「
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
漁
」
『
情
報
や
い
ま
』
（
二
○
○
一
一
年
五
月
号
）
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（２）通耕作とは集落や海を越えた地に田を持ち、仮小屋を作り通って耕作することである。
（
３
）
『
や
え
や
ま
ナ
ビ
』
（
二
○
一
○
年
）
に
よ
る
と
、
石
垣
島
・
黒
島
間
は
一
八
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
石
垣
島
・
波
照
間
島
間
は
五
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
（
４
）
『
宮
古
八
重
山
郡
漁
業
調
査
書
』
の
原
本
は
ハ
ワ
イ
大
学
ハ
ミ
ル
ト
ン
図
書
館
に
所
属
す
る
。
そ
れ
を
法
政
大
学
が
複
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
製
、
大
正
二
年
頃
の
作
成
と
考
え
ら
れ
る
。
（
５
）
「
沖
縄
毎
日
」
（
明
治
四
三
・
八
・
一
一
○
）
に
よ
る
と
、
八
重
山
に
お
け
る
カ
ツ
オ
漁
は
「
明
治
四
○
年
初
夏
糸
満
町
の
漁
業
者
玉
城
徳
の
大
和
船
を
用
ひ
て
漁
業
を
な
し
た
る
を
濫
膓
と
す
」
と
あ
り
、
鳩
間
島
附
近
に
餌
料
と
な
る
諸
雑
魚
の
充
分
に
成
長
す
る
を
認
め
漁
船
を
回
漕
し
営
業
を
始
め
た
と
い
う
。
【注】
（
１
）
与
那
国
島
は
他
の
八
重
山
の
島
々
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
て
、
「
独
立
し
た
島
と
し
て
の
完
結
性
を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
応
じ
た
生
活
形
態
を
実
現
さ
せ
て
い
っ
た
」
〔
得
能
二
○
○
七
八
〕
た
め
、
本
稿
で
扱
う
石
西
礁
湖
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
は
除
●資料一九一
一
九
一
三
年
二
○
一
○
年
外する。
『
宮
古
八
重
山
郡
漁
業
調
査
書
』
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
宝
玲
文
庫
『
や
え
や
ま
ナ
ビ
』
南
山
舎
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（皿）
（６） 
（⑩） 
グー、／￣、'－，
９８７ 
、‐〆、－ノ箔一〆
（、）
「
私
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
ね
、
七
○
年
以
上
も
昔
じ
ゃ
な
い
か
ね
。
こ
ち
ら
の
森
は
お
宮
（
保
里
集
落
の
御
嶽
の
こ
と
で
あ
ろ
う
函
筆
者
）
で
す
け
ど
ね
、
こ
ち
ら
の
森
は
カ
ツ
オ
漁
の
メ
イ
ヤ
ー
っ
て
い
っ
て
ね
、
カ
ツ
オ
船
が
あ
っ
て
ね
、
カ
ツ
オ
節
つ
く
り
を
盛
大
に
や
っ
て
い
た
ら
し
い
で
す
よ
。
何
年
か
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
な
。
ま
た
、
宮
里
の
フ
キ
村
っ
て
昔
あ
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
。
う
ち
な
ん
か
の
生
ま
れ
る
前
。
そ
の
ニ
シ
側
（
北
側
か
？
》
筆
者
）
で
カ
ツ
オ
船
盛
大
に
や
っ
て
い
た
らしいですな。一一一、四艘くらいあったんじゃないかな。黒島でもこっちでもやればあっちでも何艘かあった、
そういう話ですよ」（宮良氏）
明
治
四
五
年
六
月
九
日
の
「
琉
球
新
報
」
に
よ
る
と
、
同
年
六
月
四
曰
に
黒
島
漁
業
組
合
が
登
記
さ
れ
て
い
る
。
鳩
間
島
の
カ
ツ
オ
漁
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
同
島
の
カ
ツ
オ
漁
に
つ
い
て
の
詳
細
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
「
浜
崎
商
会
と
か
、
南
海
商
会
と
か
、
三
島
と
か
、
マ
ル
オ
ウ
（
漢
字
名
不
明
》
筆
者
）
と
か
れ
い
ろ
ん
な
力
の
あ
る
商
人
、
あれ本土の人だよ、本土のカツオ漁に経験のある人」（勝運氏）
「
組
合
で
カ
ツ
オ
船
作
ら
せ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
石
垣
の
造
船
所
に
い
っ
て
、
親
方
と
相
談
し
て
。
（
石
垣
に
造
船
所
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
？
）
あ
あ
、
あ
っ
た
や
。
何
十
隻
と
い
う
船
作
っ
て
い
た
よ
」
（
大
嵩
氏
）
高
村
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
報
告
書
に
は
「
金
武
久
吉
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
－
１
波
照
間
島
最
後
の
カ
ツ
オ
漁
師
」
「
底
原
壮
善
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
ー
戦
後
、
カ
シ
オ
大
漁
船
「
豊
福
丸
」
の
船
頭
と
し
て
青
年
期
を
翔
け
抜
け
る
」
の
報
告
が
あ
る
。
通
事
孝
作
「
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
漁
」
は
『
情
報
や
い
ま
』
（
二
○
○
三
年
五
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
南
山
舍
Ｈ
Ｐ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
210 
Hosei University Repository
〆ﾛ、〆自、／■､
２０１９１８ 
国.／辿一〆、､／
／￣、／■、／－，
１５１４１３ 
、-ノ、､／里.’
／￣、／~､
２２２１ 
邑一〆辿一〆
（肥）
（Ⅳ） 
マ
ラ
リ
ア
は
一
九
四
六
年
頃
沈
静
化
し
、
一
九
五
○
年
に
ソ
テ
ッ
感
謝
祭
が
行
わ
れ
た
。
現在、波照問島ではモチキビも換金作物として栽培され、牧畜も多少行われている。
｜
例
と
し
て
、
「
鰹
漁
業
者
に
対
す
る
利
子
補
給
金
交
付
規
定
」
が
一
九
六
六
年
一
○
月
二
一
日
に
”
鰹
漁
業
者
の
健
全
な
る
経
営
を
確
保
す
る
た
め
“
に
制
定
さ
れ
た
〔
沖
縄
県
農
林
水
産
行
政
史
編
集
委
員
会
一
九
八
三
一
六
六
～
’
六
七
〕
。
「
カ
ツ
オ
節
よ
、
若
い
姉
さ
ん
な
ん
か
が
集
ま
っ
て
き
て
削ってきれいにした。うち、姉さんなんかが歌うたってく
れた思い出あるよ」（崎山氏）というが、カツオ節工場は若い娘たちの集まる場でもあった。
「薪はそうとう使いますよ。石疽一から大きい帆船、三本柱という船が来て、何十トン、何百トンかな、ああ
いう船が薪を満載して持ってくるんですよ。そのとき私たちはそれを陸揚げするんですよ。薪はカツオ船が
操業しない前にちやあんと買い入れて、乾燥させて溜めておくわけ」（勝運氏）
「琉球新報」（大正六・｜｜・二一）によるとカツオ節の移出先は、鹿児島、大阪、神戸、東京、基隆であった。
学
費
以
外
に
も
下
宿
代
を
含
め
て
石
垣
島
で
の
生
活
費
は
か
か
っ
た
。
黒島の粟納については、得能「近世八重山の人頭税制における粟納」（『近世八重山の民衆生活史』収録）に
論じられている。
黒
島
の
豊
年
祭
は
毎
年
七
月
末
か
ら
八
月
は
じ
め
に
行
わ
れ
る
。
イ
モ
洗
い
器
は
ノ
ミ
で
大
き
な
石
を
削
っ
て
作
ら
れ
た
。
こ
れ
に
イ
モ
を
入
れ
て
足
で
踏
む
と
皮
が
こ
す
れ
て
イ
モ
は
き
れ
い
になる。
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（
刀
）
子
供
た
ち
は
ヤ
ト
ゥ
イ
ン
グ
ワ
（
雇
い
子
）
、
あ
る
い
は
コ
ー
イ
ン
グ
ワ
（
買
っ
た
子
）
な
ど
と
呼
ば
れ
た
〔
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
一
九
九
四
六
三
六
〕
・
く
ぼ
ぎ
ぎ
（羽）小浜島細崎は糸満系漁民によって作られた集落である。『宮古八重山郡漁業調査書」（’一二五・一’一一八）によ
ると、クマ崎（細崎であろう》筆者）を根拠地として操業していたカツオ船は糸満町（三艘）、勝連町（｜艘）、
沖
縄
県
立
水
産
学
校
（
｜
艘
）
の
カ
ツ
オ
船
で
あ
っ
た
。
（
豹
）
「
（
ザ
コ
捕
り
は
）
う
ち
な
ん
か
は
二
○
歳
く
ら
い
か
ら
や
っ
た
け
ど
、
う
ち
な
ん
か
の
親
父
の
時
代
、
も
っ
と
前
か
ら
あ
あ
い
う
の
は
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
。
昔
か
ら
漁
船
は
や
っ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
ね
。
カ
ツ
オ
漁
あ
っ
た
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
た
。
か
（
羽
）
「
西
表
の
人
と
灰
と
米
を
換
え
た
と
い
う
話
も
あ
る
け
れ
ど
も
つ
い
で
に
や
っ
た
く
ら
い
じ
ゃ
な
い
か
ね
。
わ
ざ
わ
ざ
で
は
な
く
。
話
に
は
き
い
て
は
お
っ
た
け
ど
、
昔
の
人
は
や
っ
た
か
も
し
れ
な
い
よ
。
け
れ
ど
、
灰
っ
て
い
う
の
は
も
の
の
つ
い
で
では：・・粟はやった」（船道氏）
（
型
）
小
浜
島
で
も
ゴ
マ
は
で
き
た
が
、
米
を
作
っ
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
（
閉
）
黒
島
の
粟
酒
製
造
と
密
売
に
つ
い
て
は
、
安
渓
遊
地
（
前
掲
）
と
増
田
昭
子
『
雑
穀
を
旅
す
る
ｌ
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
原
点
ｌ
』
も言及している。
（
恥
）
「
あ
の
当
時
は
一
人
前
の
人
は
一
○
分
、
半
分
し
か
で
き
な
い
人
は
五
分
と
い
っ
て
、
み
ん
な
ブ
ー
ジ
キ
。
だ
か
ら
ね
、
こ
の
人
は
一
人
前
、
八
分
、
七
分
、
六
分
、
三
分
と
か
み
ん
な
実
力
に
よ
っ
て
ブ
ー
ジ
キ
す
る
ん
だ
か
ら
。
み
ん
な
儲
け
が
違
う
さ
」
人
は
一
人
（宮良氏）
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なり昔だよ」（宮良氏）
（
卯
）
筆
者
は
宮
良
氏
に
サ
バ
ニ
で
黒
島
の
周
辺
を
回
っ
て
い
た
だ
き
、
ザ
コ
の
捕
れ
た
ヤ
ナ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
海
上
に
は
何
の
印
も
な
い
が
、
島
と
の
位
置
関
係
か
ら
ヤ
ナ
の
場
所
を
判
断
す
る
よ
う
だ
。
（
別
）
「
み
ん
な
が
み
ん
な
で
き
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
伊
古
も
ウ
ミ
ン
チ
ュ
だ
よ
。
あ
そ
こ
は
糸
満
か
ら
の
寄
留
民
だ
か
ら
ね
。
あ
そ
こ
も
も
と
も
と
か
ら
の
ウ
ミ
ン
チ
ュ
で
は
あ
る
。
だ
け
ど
ザ
コ
捕
り
は
あ
そ
こ
の
人
は
あ
ま
り
や
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
の
人
が
や
っ
ぱ
り
こ
の
ザ
コ
の
あ
る
ス
を
わ
か
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
な
」
（
宮
良
氏
）
（
犯
）
「
昔
の
網
は
木
綿
網
と
い
っ
て
重
い
か
ら
ね
。
こ
れ
を
軽
く
す
る
た
め
に
は
よ
・
豚
の
血
や
牛
の
血
を
持
っ
て
き
て
、
網
を
あ
か
－
く
染
め
て
、
蒸
し
器
で
蒸
し
て
、
あ
れ
を
干
す
わ
け
さ
。
か
た
－
く
し
て
固
ま
る
か
ら
。
水
分
を
含
ま
な
い
か
ら
。
軽
い
ち
ゅ
う
わ
け
だ
。
木
綿
網
の
場
合
、
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
重
く
て
大
変
だ
か
ら
。
二
ヶ
月
に
一
回
く
ら
い
こ
れ
を
染
め
た
ん
で
す
よ
。
な
る
べ
く
多
く
染
め
た
ほ
う
が
軽
い
か
ら
い
い
ん
だ
け
れ
ど
、
血
を
買
う
の
も
な
か
な
か
、
あ
ん
ま
り
高
く
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
が
、
い
く
ら
で
買
っ
て
き
た
か
は
わ
か
ら
ん
ね
え
。
親
方
が
買
っ
た
の
。
あ
れ
は
臭
い
よ
、
そ
の
ま
ま
腐
ら
す
も
んだからね」（宮良氏）
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